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９月定例会は８月27日(火)開会の予定です　
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テ
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工
夫
を
凝
ら
し
た

ブ
ー
ス
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
、
妊
婦
さ
ん
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
赤
ち
ゃ

ん
連
れ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
じ
い
ち
ゃ
ん
大
勢
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み

な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。（
6
月
23
日
、
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
）
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歳入歳出それぞれ歳入歳出それぞれ
1億4520万6000円を追加1億4520万6000円を追加

一般会計補正予算（第２号）

一般会計補正予算（第 1 号）

国民健康保険特別会計（補正予算第１号）

○国による物価高騰対応重点支援給付金
　7700 万円

本年度新たに住民税均等割非課税・均等割の
み課税となる世帯に 10万円、同世帯の 18歳
以下の子１人につき５万円加算給付（令和５
年度の給付金を受給した世帯は除く）

水道事業会計（補正予算第 1 号）

○国による定額減税補足給付金
3 億 6000 万円

所得税分３万円と市・県民税分１万円の減税
がしきれないと見込まれる方への差額給付

○個人番号の一部を表示した案内を保険証
に同封し交付するための特定記録郵便料
○マイナンバーカードと保険証の一体化に
対応するためのシステム改修

○能登半島地震災害派遣費用

歳入歳出それぞれ 4 億 6399 万 9000 円を追加

歳入歳出それぞれ 567万 4000円追加 収益的支出 200万2000 円を補正

月6
定例会

○須高地域総合支援センター
の移転（須坂ショッピングセ
ンター→本上町）に伴う必要
経費

182 万 9000 円

○地域とのつながりを大切
にした子どもの居場所づく
り運営事業（立町「coto²（コ
トコト）」に対する負担金
　　　80 万円

○国と県の補助事業を活用
して、高騰するきのこ生産
資材費に対する補助金

330 万円 

○村石母子、父子家庭
特別奨学金給付金
（2 人→ 4 人分）

100 万円

○小布施町との受委託協定
に基づき、老朽化している
小布施分署の建替えに向け
た設計委託料

1784 万 2000 円 

○移住支援用プロモーショ
ン映像の作成委託料

246 万 4000 円

○県による保育料軽減事業
で減収となる認定こども園
に対する市の負担金

500 万円

○住宅の耐震診断業務委託
料及び 耐震補強工事 補助
金

委託料　13 万円
補助金 100 万円 

○（一財）自治総合センター
の助成金を活用して備品整
備を行う区（上町、小河原町）
への補助金
　　460 万円

　今定例会は、国による低所得者支援及び定額減税補足給付金や、消防署小布施分署
施設整備事業設計委託料などを盛り込んだ２０２４年度一般会計補正予算案のほか、
条例案・人事案など計 17件について審議し、全て原案のとおり承認・可決・同意した。
　また、請願２件を採択し、意見書３件を可決した。

分
科
会

一
般
質
問

委
員
会

議
決
結
果

議
案
審
議
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Ｑ　

湯
っ
蔵
ん
ど
の
入
館

料
の
条
例
上
限
額
を
、
中

学
生
以
上
は
８
５
０
円
に

引
き
上
げ
、
小
学
生
は
４

１
０
円
で
据
え
置
く
理
由

は
。
ま
た
、
実
際
の
入
館

料
は
い
く
ら
に
す
る
予
定

な
の
か
。

Ａ　

指
定
管
理
者
か
ら
、

現
在
７
０
０
円
の
入
館
料

を
７
５
０
円
に
引
き
上
げ

た
い
と
相
談
が
あ
っ
た
。

現
状
の
条
例
上
限
額
７
３

０
円
で
は
対
応
で
き
な
い

た
め
改
正
し
た
い
。

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
入
館

者
数
が
減
少
し
、

経
営
が
苦
し
く

な
っ
た
た
め
、

一
昨
年
入
館
料

を
値
上
げ
し
た
。

わ
ず
か
な
期
間

で
再
値
上
げ
す

る
に
至
っ
た
理

由
は
。

Ａ　

値
上
げ
後

１
年
半
経
過
し

た
が
、
こ
の
間

に
も
燃
料
価
格

が
高
騰
し
、
委

託
事
業
・
自
主
事
業
と
も

に
赤
字
で
あ
る
。
50
円
の

値
上
げ
で
、
委
託
分
の
赤

字
が
解
消
で
き
る
こ
と
か

ら
、
条
例
を
改
正
し
値
上

げ
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

討
論

（
賛
成
）
入
館
料
値
上
げ

の
時
に
慎
重
に
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
が
、
条
例
上

限
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と

に
は
賛
成
。

　
《
全
会
一
致
で
可
決
》

Ｑ　

保
育
の
提
供
に
支
障

が
あ
る
場
合
は
、
当
分
の

間
適
用
し
な
い
と
の
こ
と

だ
が
市
の
考
え
は
。

Ａ　

本
条
例
の
対
象
と
な

る
施
設
は
市
内
に
一
つ
。

公
立
保
育
園
の
配
置
基
準

は
県
条
例
で
決
め
ら
れ
、

そ
れ
が
改
正
さ
れ
る
と
市

内
公
立
保
育
園
で
保
育
士

が
２
名
不
足
す
る
。
現
状

は
未
満
児
保
育
の
需
要
が

非
常
に
高
い
の
で
、
配
置

基
準
を
適
用
す
る
よ
り
も
、

未
満
児
保
育
に
保
育
士
を

充
当
し
た
い
。

　
《
全
会
一
致
で
可
決
》

調
査
研
究

小
中
学
校
の
今
後
の
水
泳

学
習
に
関
す
る
意
見
募
集

Ｑ　

意
見
募
集
に
よ
り
プ

ー
ル
廃
止
等
を
判
断
す
る

学
校
も
あ
る
の
か
。

Ａ　

い
た
だ
い
た
意
見
を

踏
ま
え
方
針
を
策
定
し
た

後
に
、
各
校
の
プ
ー
ル
の

今
後
を
決
め
て
い
く
。
そ

の
内
容
を
保
護
者
に
説
明

し
、
理
解
い
た
だ
き
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
に
お
け
る
市
内

産
フ
ル
ー
ツ
の
使
用

Ｑ　

使
用
率
を
上
げ
る
こ

と
で
須
坂
市
の
子
育
て
や

教
育
の
Ｐ
Ｒ
に
な
ら
な
い

か
。

Ａ　

昨
年
は
ブ
ド
ウ
は
１

０
０
％
、
リ
ン
ゴ
は
70
％

を
市
内
産
、
30
％
を
高
山

産
で
提
供
し
た
。
フ
ル
ー

ツ
全
体
で
は
20
％
が
市
内

産
だ
っ
た
。
農
林
課
と
も

相
談
し
、
で
き
る
だ
け
市

内
産
フ
ル
ー
ツ
を
提
供
し

た
い
。

Ｑ　

介
護
報
酬
が
改
定
さ

れ
、
収
益
が
好
転
す
る
事

業
所
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

６
月
か
ら
処
遇
改
善

加
算
が
始
ま
る
た
め
現
時

点
で
は
不
明
。

Ｑ　

小
規
模
事
業
者
に
対

す
る
独
自
支
援
の
考
え
は
。

Ａ　

他
市
町
村
の
状
況
も

研
究
し
た
い
。

《
全
会
一
致
で
趣
旨
了
承
》

調
査
研
究

信
州
須
坂
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ

ェ
ス
の
開
催

Ｑ　

昨
年
開
催
後
の
課
題

に
対
す
る
取
組
は

Ａ　

小
学
生
の
参
加
者
を

増
や
す
た
め
各
学
校
を
通

じ
て
案
内
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
ス
タ
ー
ト
を
１
時

間
繰
り
上
げ
、
表
彰
方
法

も
変
更
し
、
ス
ム
ー
ズ
な

運
営
に
努
め
る
。

重
伝
建
の
選
定

Ｑ　

選
定
後
の
目
指
す
方

向
性
に
つ
い
て

Ａ　

蔵
の
町
並
み
を
次
世

代
へ
継
承
す
る
こ
と
が
一

番
の
目
的
と
考
え
る
。
今

後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
で
Ｐ

Ｒ
し
た
い
。

総務文教
家
庭
的
保
育
事
業
等
に

お
け
る
職
員
配
置
基
準

の
改
正

 

委
員
長

 

牧　

重
信

 

副
委
員
長

 

山
崎
永
一

 

委
員

 

早
川
航
紀

 

久
保
田
克
彦

 

岡
田
宗
之

 

水
越
正
和

 

岩
田
修
二

福祉環境
「
訪
問
介
護
費
の
引
き
下

げ
撤
回
と
、
介
護
報
酬
引

き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急

に
行
う
こ
と
を
求
め
る
陳

情
」
を
趣
旨
了
承

 

委
員
長

 

荒
井
一
彦

 

副
委
員
長

 

浅
野
隆
義

 

委
員

 

野
崎
天
馬

 

宮
本
泰
也

 

竹
内　

勉

 

霜
田　

剛

常 任 委 員 会 報 告

経済建設
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー

入
館
料
の
条
例
上
限
額
を

引
き
上
げ

 

委
員
長

 

酒
井
和
裕

 

副
委
員
長

 

西
脇　

隆

 

委
員

 

荒
井　

敏

 

堀
内
章
一

 

中
島
義
浩

 

石
合　

敬今年 10 月には開業 28 年目を迎える
「ふれあい健康センター　湯っ蔵んど」

高甫小学校と豊丘小学校の
合同水泳授業の様子

介護報酬引き下げの影響が心配される
訪問介護（ホームヘルパー）事業

全国 129 地区、県内８地区目の「重要伝統的
建造物群保存地区」となる須坂市蔵の町並み

議
決
結
果

議
案
審
議

一
般
質
問

分
科
会

委
員
会
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物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

給
付
金　
７
７
０
０
万
円

定
額
減
税
補
足
給
付
金

　
　
　
　
３
億
６
千
万
円

　
国
が
全
国
で
実
施
す
る

低
所
得
世
帯
へ
の
事
業
で
、

早
く
事
務
処
理
に
着
手
し

市
民
へ
の
給
付
を
行
う
た

め
、
予
算
決
算
特
別
委
員

会
で
先
行
審
査
し
た
。

Ｑ　

対
象
者
へ
確
認
書
を

送
付
し
て
、
振
込
口
座
を

記
載
し
て
も
ら
う
と
の
こ

と
だ
が
、
振
り
込
め
詐
欺

防
止
も
含
め
て
、
市
民
へ

の
周
知
方
法
は
。

Ａ　

市
報
及
び
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
ロ
ー
カ
ル
新
聞
に

よ
る
方
法
を
予
定
、
振
り

込
め
詐
欺
へ
の
注
意
喚
起

も
含
め
て
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

歳
入
の
事
業
費
の
不

足
分
を
基
金
で
立
て
替
え

る
が
、
須
坂
市
に
と
っ
て

不
利
益
は
な
い
か
。

Ａ 

全
額
国
費
で
の
対
応

と
な
っ
て
い
る
。

国
の
交
付
金
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
…
委
員
長
報
告

　

補
正
予
算
第
１
号
、
第

２
号
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

国
か
ら
の
交
付
金
措
置
が

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
安

易
な
予
算
計
上
や
財
源
組

み
替
え
を
せ
ず
、
慎
重
に

対
応
す
る
こ
と
な
ど
を
求

め
る
要
望
が
、
委
員
長
報

告
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

須
高
地
域
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
移
転
関
係
経
費

　
　
　
1
8
2
万
9
千
円 

Ｑ　

移
転
先
の
事
務
所
改

修
工
事
の
内
容
は
。  

Ａ 

車
い
す
用
ト
イ
レ
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

村
石
母
子
・
父
子
家
庭
特

別
奨
学
金
給
付
金

　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

Ｑ　

給
付
金
額
を
増
額
す

る
考
え
は
。

Ａ　

22
年
度
に
条
例
改
正

し
、
他
の
奨
学
金
と
併
給

可
能
に
な
っ
た
。
広
く
申

請
者
に
給
付
す
る
た
め
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

運
営
事
業　
　
　
80
万
円

Ｑ　

負
担
金
支
出
の
根
拠

は
。

Ａ　

対
象
と
な
る
施
設
は

高
校
生
が
月
に
延
べ
千
人

程
度
利
用
し
て
お
り
、
高

校
生
の
大
切
な
居
場
所
だ

と
考
え
て
い
る
。
運
営
財

源
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
費
が
今
年
度
途
中

で
切
れ
る
た
め
、
市
と
し

て
運
営
費
の
一
部
負
担
を

す
る
こ
と
と
し
た
。

保
育
料
軽
減
事
業
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修

　
　
　
　
　
16
万
５
千
円

Ｑ　

県
の
保
育
料
軽
減
事

業
の
制
度
概
要
と
市
の
対

応
は
。

補
正
予
算
審
査

暮
ら
し

健
康
・
子
育
て
・
教
育

耐
震
診
断
委
託
料　
　
　

　
　
　
　
　
１
1
３
万
円

Ｑ　

能
登
半
島
地
震
の
影

響
で
申
請
者
が
増
加
傾
向

に
あ
る
と
の
話
も
聞
い
て

い
る
が
、
補
正
予
算
に
計

上
し
た
金
額
は
妥
当
か
。

Ａ　

相
談
件
数
が
増
加
傾

向
に
な
っ
て
い
る
が
、
県

の
補
助
件
数
に
あ
わ
せ
て

補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
４
６
０
万
円

Ｑ　

補
助
金
の
採
択
状
況

や
購
入
備
品
等
の
内
容
は
。

Ａ　

今
年
度
は
小
河
原
町
、

上
町
の
２
町
が
採
択
さ
れ
、

公
会
堂
の
エ
ア
コ
ン
設
置

や
、
事
務
機
器
、
机
等
の

備
品
購
入
を
予
定
し
て
い

る
。
希
望
し
て
か
ら
採
択

ま
で
近
年
は
10
年
前
後
か

か
る
状
況
。 

小
布
施
分
署
施
設
整
備
事

業　
１
７
８
4
万
2
千
円

Ｑ　

建
物
の
全
体
構
想
、

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
。

Ａ　

仮
眠
室
の
完
全
個
室

化
や
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
、

各
種
研
修
施
設
な
ど
の
組

み
入
れ
を
、
庁
舎
建
設
検

討
委
員
会
で
具
体
的
な
計

画
に
し
て
進
め
て
い
る
。

地
域
振
興
・
防
災

相
之
島
排
水
工
事
費
増
額

　
　
　
　
　
３
１
２
万
円

Ｑ　

県
営
土
地
改
良
事
業

の
内
容
は
。

Ａ　

第
２
機
場
の
ポ
ン
プ

稼
働
状
況
等
を
監
視
す
る

中
央
監
視
装
置
の
改
修
工

事
費
、
機
場
か
ら
八
木
沢

川
を
繋
ぐ
連
絡
通
路
ト
ン

ネ
ル
の
漏
水
補
修
工
事
費
。

き
の
こ
生
産
者
に
対
す
る

補
助
金　
　
３
３
０
万
円

Ｑ　

国
・
県
の
補
助
金
を

活
用
し
て
き
の
こ
生
産
者

に
対
し
て
価
格
高
騰
分
の

一
部
を
補
助
す
る
と
の
こ

と
だ
が
対
象
者
は
。

Ａ　

株
式
会
社
フ
ァ
ミ
ン

グ
ラ
イ
フ
と
キ
ノ
コ
村
の

２
者
を
想
定
。

Ａ　

低
所
得
世
帯
の
保
育

料
を
第
１
子
半
額
、
第
２

子
無
償
化
と
し
、
そ
れ
以

外
の
世
帯
も
第
２
子
半
額
、

第
３
子
以
降
は
い
ず
れ
も

無
償
化
と
す
る
制
度
。
須

坂
市
で
は
４
月
の
保
育
料

に
遡
っ
て
返
金
す
る
予
定

で
、
シ
ス
テ
ム
改
修
費
を

計
上
し
た
。

産
業
振
興
・
都
市
基
盤
整
備

総合支援センター移転予定先（本上町）
を視察する福祉環境委員

子どもの居場所づくり運営事業　
立町の「coto²（コトコト）」

議
案
審
議

一
般
質
問

議
決
結
果

委
員
会

分
科
会



市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

一般質問

第 179 号　2024 年 ( 令和 6 年 ) 8 月 1 日5

山崎　永一 	  P6
	● 須坂の観光の未来

岡田　宗之 	  P7
	● 観光とまちづくり
	● 安心安全なまちづくり

浅野　隆義 	  P8
	● 立地適正化計画と今後について

荒井　敏 	  P9
	● 「湯っ蔵んど」等観光施設の今
後の在り方への提言
	● 須坂 蔵の町並みの重伝建選定見
込みに関して
	● 生活道路の速度規制について
	● 熱中症特別警戒情報について

中島　義浩 	  P10
	● 教育行政
	● 学校給食について
	● 給食費の無償化へ

酒井　和裕 	  P11
	● 須坂市が直面する財政運営	
ならびに実施計画について
	● 防災・減災対策について

野崎　天馬 	  P12
	● 須坂市のスポーツ振興
	● 健康づくり
	● 中学生の部活動地域移行
	● ＡＥＤの設置場所と利用方法

	
宮本　泰也 	  P13

	● 教育・子育て政策について　　
	● 高齢者いきいきプランについて
	● 職員の人事給与制度の見直しの
検証と外郭団体について
	● 姉妹都市・友好都市について

岩田　修二 	  P14
	● 新型コロナウイルス感染症対応
について
	● 男女共同参画社会の形成に向け
た施策推進
	● 地上設置型太陽光発電施設につ
いて

早川　航紀 	  P15
	● ＤＸ推進体制について
	● これからの公民館の在り方につ
いて

石合　敬 	  P16
	● 重伝建等に見られる須坂市の文
化概念
	● 須坂東高校跡地利用
	● ハラスメント問題
	● 子どもの居場所づくり

竹内　勉 	  P17
	● 障がい者が安心できる総合的・
専門的相談事業の確立を
	● 毎年検診、健康増進を意識化し、
いきいき健康長寿の須坂市を

	

	
水越　正和 	  P18

	● 重伝建選定に向けた今後の動き
および選定以後の広報や活用は
どのように考えているか
	● 公民館事業の現況と今後の展開

堀内　章一 	  P19
	● 能登半島地震の教訓から防災力
を考える

久保田　克彦 	  P20
	● 小中学校再編「基本方針案」に
ついて
	● 「マイナ保険証」と、市民の命
と健康を守る自治体の役割につ
いて

西脇　隆 	  P21
	● 臥竜公園の植生保全について
	● 法人市民税の超過税率について

※ �6～ 21ページの二次元コードで
録画映像が視聴できます

一 般 質 問 全 項 目

本
定
例
会
で
は
、

本
定
例
会
で
は
、
66
月月
1818
日日

か
ら
か
ら
2121
日
ま
で
の

日
ま
で
の
44
日
間
、

日
間
、

1616
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を

人
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
市
政
へ
の
質
問
、
提
案
を

ら
市
政
へ
の
質
問
、
提
案
を

行
い
ま
し
た
。

行
い
ま
し
た
。

質
問
順
に
掲
載
し
ま
す
。

質
問
順
に
掲
載
し
ま
す
。

文芸協のご協力により議場が華やかに
（今回は、ユリ、トルコキキョウ、ヒマワリを生けてくださいました。）

議
案
審
議

分
科
会

議
決
結
果

一
般
質
問

委
員
会



一般質問

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）
62024 年 ( 令和 6 年 ) 8 月 1 日　第 179 号

山崎 永一 議員

須
坂
の
観
光
の
未
来

問　

須
坂
市
に
と
っ
て
観

光
振
興
に
取
り
組
む
目
的

は
何
か
。

産
業
振
興
部
長　

須
坂
市

の
知
名
度
を
あ
げ
る
こ
と

が
第
一
目
的
。
自
然
、
食
、

伝
統
文
化
な
ど
の
地
域
の

魅
力
を
磨
き
発
信
す
る
こ

と
が
交
流
人
口
を
増
加
さ

せ
、
移
住
定
住
へ
と
繋
が

り
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
。
そ
れ
が
市
民
の
誇

り
と
な
り
、
さ
ら
に
地
域

の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
る

好
循
環
を
生
む
こ
と
が
理

想
。

問　

近
年
「
恋
人
の
聖
地

事
業
」
等
を
財
源
に
多
く

の
予
算
が
観
光
P
R
・
誘

客
宣
伝
に
充
て
ら
れ
た
が
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ

た
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

全
国
各

地
へ
向
け
て
地
道
な
P

 
R
 

活
動
を
し
て
き
た
こ
と
で
、

臥
竜
公
園
が
長
野
県
内
の

桜
の
名
所
ラ
ン
キ
ン
グ
で

1
位
に
選
ば
れ
る
な
ど
の

成
果
が
あ
っ
た
。
そ
の
他

に
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
須
坂
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

S
N
S
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
も

当
初
の
何
倍
に
も
伸
び
て

い
る
。

問　

「
恋
人
の
聖
地
事
業
」

交
付
金
の
重
要
な
趣
旨
で

あ
る
〝
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
〞
が
、
各
施
策
と
関

連
し
て
い
な
い
と
感
じ
る

が
。

産
業
振
興
部
長　

本
年
度

よ
り
人
流
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

活
用
分
析
事
業
に
取
り
組

む
。
こ
れ
に
よ
り
効
果
的

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展

開
し
て
い
き
た
い
。

問　

今
年
度
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
応
に
力
を
入
れ
て

い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

こ
の
国
・
地
域
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
想
定
し
て
い
る
の

か
。

産
業
振
興
部
長　

市
場
規

模
を
踏
ま
え
ア
ジ
ア
圏
を

中
心
に
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
す
る
予
定
。

問　

成
果
を
あ
げ
る
た
め

に
は
も
っ
と
詳
細
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
設
定
を
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

産
業
振
興
部
長　

今
後
デ

ー
タ
分
析
を
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
細
か
い
設
定
も
考

え
て
い
き
た
い
。

問　

十
分
な
デ
ー
タ
が
揃

っ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

近
隣
に
在
留
す
る
外
国
人

の
方
の
力
を
借
り
る
こ
と

も
考
え
て
み
て
は
。

産
業
振
興
部
長　

そ
う
い

っ
た
取
り
組
み
も
参
考
に

し
て
い
き
た
い
。

問　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

に
関
し
て
は
、
交
流
人
口

の
増
加
・
移
住
定
住
な
ど

は
目
的
に
し
づ
ら
い
と
思

う
の
で
、「
地
域
消
費
の
拡

大
」を
目
的
と
し
て
取
り

組
む
の
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
部
長　

高
校
生

な
ど
の
国
際
交
流
は
将
来

の
国
際
的
人
材
の
育
成
に

つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
地
域
経

済
へ
の
影
響
は
重
要
と
と

ら
え
て
い
る
の
で
、
交
流

人
口
の
増
加
を
そ
こ
に
も

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

観
光
振
興
に
取
り
組
む
目
的
と
は

ま
ず
は
須
坂
の
知
名
度
を
あ
げ
る
こ
と

観光地だけではなく、須
坂の「日常」を好きにな
ってもらえるような観光
戦略も大切ですね！

訪日外国人観光客が多く利用する市内ゲストハウス

一
般
質
問

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議

議
決
結
果



一般質問

第 179 号　2024 年 ( 令和 6 年 ) 8 月 1 日7
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

岡田 宗之 議員
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

問　

熱
中
症
特
別
警
戒
ア

ラ
ー
ト
は
前
日
の
午
後
２

時
頃
に
発
表
さ
れ
る
が
、

小
中
学
校
の
対
応
は
。

教
育
次
長　

教
育
委
員
会

と
学
校
、
校
長
会
等
で
協

議
を
し
て
休
校
も
含
め
て

判
断
す
る
。

問　

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
（
指
定
暑
熱
避
難
施

設
）
の
指
定
は
。

市
民
環
境
部
長　

市
役
所

・
図
書
館
・
旭
ヶ
丘
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
の
３
か
所
を

指
定
。
今
後
、
民
間
の
協

力
を
得
て
施
設
が
増
加
し

て
い
く
の
で
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
く
。

問　

千
曲
川
堤
防
強
化
工

事
の
進
捗
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

10
月
末
の
竣
工
を
目
標
。

問　

消
防
本
部
小
布
施
分

署
の
建
て
替
え
の
概
要
は
。

消
防
長　

建
設
工
事
費
は

約
５
億
円
で
26
年
度
の
完

成
を
予
定
。
女
性
職
員
専

用
ス
ペ
ー
ス
や
小
布
施
町

消
防
団
本
部
の
ス
ペ
ー
ス

な
ど
を
設
け
る
予
定
。

問　

イ
ン
タ
ー
線
と
新
ア

ク
セ
ス
道
路
交
差
点
の
左

折
専
用
レ
ー
ン
は
、
横
断

歩
道
上
の
巻
き
込
み
事
故

が
心
配
さ
れ
る
。
車
止
め

フ
ェ
ン
ス
な
ど
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

須
坂
警
察
署
、
須
坂
建
設

事
務
所
と
協
議
し
必
要
な

対
策
を
講
じ
る
。

観
光
と
ま
ち
づ
く
り

問　

観
光
客
な
ど
市
内
の

入
り
込
み
状
況
は
。

産
業
振
興
部
長　

主
要
な

施
設
の
来
館
者
数
は
コ
ロ

ナ
禍
前
と
比
べ
て
文
化
施

設
は
約
６
割
、
観
光
施
設

や
観
光
地
は
約
８
割
の
水

準
ま
で
回
復
し
て
い
る
。

問　

イ
オ
ン
は
市
内
事
業

者
と
連
携
し
て
、
Ｗ
Ａ
Ｏ

Ｎ
ポ
イ
ン
ト
の
相
互
利
用

す
る
こ
と
を
大
変
期
待
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に

は
各
店
舗
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
端
末
機
器
が
必

要
に
な
る
が
、
購
入
費
用

補
助
は
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長　

考
え
て

い
な
い
が
、
国
の
交
付
金

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問　

重
伝
建
を
観
光
資
源

と
し
て
活
用
し
て
い
く
べ

き
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

個
性
的

で
魅
力
あ
る
お
店
が
集
ま

り
、
歴
史
あ
る
町
並
み
を

感
じ
な
が
ら
歩
い
て
買
物

を
楽
し
め
る
ま
ち
を
目
指

す
。

問　

今
後
の
修
理
・
修
景

の
進
め
方
は
。

産
業
振
興
部
長　

事
前
相

談
を
し
て
国
へ
補
助
要
望

し
て
い
く
。
特
定
物
件
の

修
理
に
は
補
助
率
が
事
業

費
の
80
％
で
上
限
額
２
千

万
円
、
特
定
物
件
以
外
の

修
景
に
は
同
じ
く
60
％
で

７
５
０
万
円
の
助
成
。
財

源
内
訳
は
国
50
％
、
県
3

％
、
市
47
％
と
な
る
。

令和５年度の一般質問を
含む本会議の傍聴者は 95
名でした。お気軽にお出
かけ下さい

熱中症特別警戒アラートへの対応

各自が熱中症予防行動をとる

巻き込み事故が懸念される横断歩道
（新アクセス道路の新交差点）

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



一般質問

2024 年 ( 令和 6 年 ) 8 月 1 日　第 179 号 8
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

浅野 隆義 議員

行政がやる。行政と住民
が一緒にやる。住民が自
分でやる。これがみんな
のまちづくり

立
地
適
正
化
計
画
と
今
後

に
つ
い
て

問　

未
来
志
向
の
視
点
と

は
、
ど
の
よ
う
な
都
市
像

を
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
え
そ

の
も
の
が
、
持
続
可
能
な

未
来
志
向
の
視
点
の
都
市

づ
く
り
と
し
て
い
る
。

問　

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
と
の
整
合
性
は
図

ら
れ
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

ま
ち
づ
く
り
全
体
を
考
え

た
「
全
体
最
適
」
の
視
点

を
把
握
し
、
長
期
視
点
で

の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿

命
化
な
ど
を
考
え
、
整
合

を
図
っ
て
策
定
し
て
い
る
。

問　

国
の
支
援
措
置
を
想

定
し
た
項
目
や
、
今
後
の

事
業
は
あ
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

福
祉
会
館
や
図
書
館
は
、

都
市
機
能
誘
導
区
域
で
の

移
転
建
て
替
え
が
目
標
。

そ
の
他
の
公
共
施
設
も
、

建
て
替
え
が
生
じ
る
場
合

に
は
、
国
の
支
援
措
置
を

検
討
す
る
。

問　

今
後
、
ま
ち
づ
く
り

が
ど
の
よ
う
な
手
順
で
実

施
さ
れ
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

各
種
事
業
は
こ
れ
ま
で
も

須
坂
市
総
合
計
画
に
基
づ

き
実
施
計
画
に
沿
っ
て
実

施
し
て
き
た
。
今
後
は
立

地
適
正
化
計
画
の
考
え
も

取
り
込
ん
で
進
め
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
手
順
と
特
に

変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。　

問　

今
後
の
低
未
利
用
地

の
動
向
を
ど
う
予
測
し
て

い
て
そ
の
対
策
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

居
住
誘
導
区
域
の
設
定
が

そ
れ
を
助
長
す
る
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
か

ら
の
団
塊
世
代
の
高
齢
化

も
あ
り
、
空
き
家
が
増
え

る
と
認
識
し
て
お
り
、
状

況
把
握
と
民
間
と
の
連
携

も
含
め
対
策
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問　

計
画
に
新
し
い
交
通

手
段
を
加
え
、
市
内
の
回

遊
促
進
に
利
用
す
る
考
え

は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
や
シ
ェ

ア
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
交
通

イ
ン
フ
ラ
に
よ
る
、
回
遊

促
進
策
に
つ
い
て
も
今
後

の
施
策
展
開
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

問　

「
暮
ら
し
や
ま
ち
の

賑
わ
い
を
支
え
る
拠
点
配

置
」
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

生
活
者
視
点
で
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

こ
の
計
画
は
、
人
口
減
少

時
代
を
迎
え
、
都
市
を
持

続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
骨

格
的
な
施
策
を
取
り
ま
と

め
た
基
本
的
な
考
え
だ
。

議
員
提
案
の
生
活
に
合
わ

せ
た
ゾ
ー
ン
拠
点
の
細
区

分
は
、
実
際
の
事
業
化
に

当
た
っ
て
必
要
が
生
じ
た

場
合
に
行
っ
て
い
く
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
進
め
る
に
は

見
通
し
、財
源
、市
民
対
話
が
重
要

コンパクトなまちづくりの
マスタープラン

将来を考えた公共施設配置が
重要です

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問



一般質問

第 179 号　2024 年 ( 令和 6 年 ) 8 月 1 日9
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問　

委
員
会
で
、
経
営
再

生
し
た
埼
玉
県
越
生
町

（
お
ご
せ
ま
ち
）の
温
浴
施

設
オ
ー
パ
ー
ク
お
ご
せ
を

視
察
し
て
き
た
。
温
浴
施

設
だ
け
で
は
経
営
困
難
だ

っ
た
が
、
コ
テ
ー
ジ
や
高

級
キ
ャ
ビ
ン
で
、
B
B
Q

の
で
き
る
宿
泊
施
設
を
増

設
し
、
そ
の
利
益
で
経
営

立
て
直
し
に
成
功
し
た
。

湯
っ
蔵
ん
ど
に
も
そ
う
い

っ
た
施
設
や
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
を
旧
マ
レ
ッ
ト
場

跡
地
に
作
っ
て
宿
泊
営
業

し
た
ら
い
か
が
か
。

産
業
振
興
部
長　

指
定
管

理
者
の
日
本
レ
ク
シ
ー
㈱

で
は
、
自
主
事
業
と
し
て
、

カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
の
ト
レ

ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
用
い
た

宿
泊
事
業
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
。

問　

湯
っ
蔵
ん
ど
に
「
道

の
駅
」
構
想
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
成
功
し
て
い
る
道

の
駅
は
、
交
通
量
等
が
好

条
件
な
場
所
か
相
当
の
資

金
を
つ
ぎ
込
ん
だ
施
設
に

し
な
い
と
採
算
が
取
れ
な

い
の
で
、
や
め
る
べ
き
だ
。

産
業
振
興
部
長　

現
在
の

指
定
管
理
期
間
が
終
了
す

る
27
年
度
以
降
の
湯
っ
蔵

ん
ど
の
在
り
方
の
方
向
性

が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、

道
の
駅
の
設
置
や
投
資
等

具
体
的
な
こ
と
は
決
ま
っ

て
い
な
い
。
仮
に
温
浴
施

設
を
継
続
す
る
場
合
で
も
、

身
の
丈
に
合
っ
た
施
設
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
今
年
度
中
に
市
民
か
ら

の
意
見
募
集
や
民
間
企
業

の
参
入
意
向
を
調
査
す
る

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
て
い
く
。

生
活
道
路
の
速
度
規
制

問　

警
察
庁
が
一
般
道
路

の
法
定
速
度
を
現
行
の
60

㎞
か
ら
30
㎞
に
引
き
下
げ

る
道
路
交
通
法
施
行
令
改

正
案
を
取
り
ま
と
め
た
よ

う
だ
が
、
生
活
道
路
と
は
、

通
学
路
や
人
通
り
が
多
い

道
路
が
考
え
ら
れ
、
そ
こ

が
30
㎞
に
規
制
さ
れ
る
の

は
良
い
が
、
あ
ま
り
人
家

が
な
い
郊
外
の
農
道
等
ま

で
規
制
範
囲
に
な
る
の
か
。

市
民
環
境
部
長　

郊
外
の

農
道
や
林
道
は
、
道
路
事

情
に
応
じ
た
柔
軟
な
規
制

の
可
能
性
も
あ
る
。
須
坂

警
察
署
で
も
現
在
法
案
の

審
議
中
で
、
新
聞
以
上
の

情
報
は
な
く
、
結
果
を
注

視
し
て
い
く
と
の
こ
と
。　

熱
中
症
特
別
警
戒
情
報

問　

熱
中
症
特
別
警
戒
情

報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
市

長
は
指
定
暑
熱
避
難
施
設

（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ

ー
）
を
開
放
す
る
義
務
が

あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市

内
で
は
ど
ん
な
施
設
を
対

象
と
す
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

現
在
須

坂
市
内
で
は
、
市
役
所
、

図
書
館
、
旭
ヶ
丘
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
。
ウ
エ
ル
シ
ア

日
滝
店
を
考
え
て
い
る
。

湯っ蔵んどにオートキャンプ場を

トレーラーハウス宿泊営業を行う

市内で熊の目撃情報が頻
繁に報じられている。
被害が発生する前に、駆
除等の対策を

荒井 敏 議員

温浴施設営業を黒字転換させた、
埼玉県越生町 ( おごせまち ) の

「オーパークおごせ」

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



一般質問

2024 年 ( 令和 6 年 ) 8 月 1 日　第 179 号 10
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

中島 義浩 議員

問　

子
育
て
支
援
と
し
て
、

給
食
費
の
全
額
も
し
く
は

減
額
に
よ
る
保
護
者
の
負

担
軽
減
に
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
を
活
用
し
て
は
ど
う

か
。

教
育
次
長　

「
ふ
る
さ
と

納
税
」
は
「
安
定
財
源
」

で
は
な
く
、
制
度
存
続
は

国
の
判
断
が
不
透
明
で
あ

る
。
公
費
負
担
の
増
加
に

つ
な
が
る
施
策
は
慎
重
に

判
断
し
て
い
る
。
給
食
費

の
よ
う
に
受
益
者
負
担
で

賄
う
経
常
経
費
で
は
な
く
、

庁
舎
建
設
に
備
え
た
積
立

や
施
設
の
改
修
費
な
ど
に

活
用
し
て
い
く
。

問　

23
年
度
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
で
寄
附
者
が
希
望

す
る
取
組
に
「
子
ど
も
は

宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
」

が
あ
り
、
そ
の
納
税
額
は

７
億
９
５
６
６
万
６
千
円

で
、
経
費
を
差
し
引
く
と

お
お
む
ね
３
億
５
１
６
８

万
４
千
円
が
活
用
可
能
だ
。

近
隣
市
で
は
、
飯
山
市
は

本
年
か
ら
給
食
費
の
５
割

負
担
軽
減
、
中
野
市
で
は

令
和
６
年
、
７
年
は
給
食

費
の
６
割
分
を
市
が
負
担

す
る
と
し
て
い
る
が
、
本

市
の
考
え
は
。

教
育
次
長　

居
住
す
る
自

治
体
に
よ
っ
て
給
食
費
の

負
担
の
有
無
が
異
な
る
こ

と
は
公
平
の
観
点
か
ら
望

ま
し
く
な
い
た
め
、
国
が

主
体
と
な
っ
て
方
向
性
を

定
め
、
取
り
組
む
べ
き
内

容
と
考
え
て
お
り
、
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
る
。

意
見　

財
源
確
保
の
質
問

を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

「
な
い
財
源
」
の
質
問
を

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

今
あ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
使
い
方
を
聞
い
て
い
る
。

今
後
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
の

進
出
企
業
か
ら
見
込
ま
れ

る
税
金
は
安
定
財
源
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
行
政

問　

不
登
校
の
状
況
は
。

引
き
こ
も
り
の
要
因
に
な

ら
な
い
か
。

教
育
長　

23
年
度
の
本
市

の
不
登
校
児
童
生
徒
は
、

小
学
生
が
68
名
、
中
学
生

が
84
名
。
小
中
学
校
で
不

登
校
と
な
り
、
成
人
後
も

引
き
こ
も
り
に
な
っ
て
い

る
方
は
い
る
。
特
に
中
学

校
卒
業
後
は
困
っ
た
と
き

は
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ

い
か
と
い
う
情
報
を
家
庭

に
伝
え
て
、
関
係
部
署
と

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
個

別
支
援
を
行
っ
て
い
る
。  

問　

小
学
校
通
学
用
「
標

準
カ
バ
ン
」
は
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
を
目
的
に
21

年
度
か
ら
導
入
し
た
が
、

利
用
状
況
は
。

教
育
長　

４
年
生
32
人
、

３
年
生
20
人
、
２
年
生
16

人
、
１
年
生
６
人
が
利
用

し
て
お
り
、
来
年
度
の
１

年
生
15
人
の
仮
予
約
申
込

を
受
け
て
い
る
。

給
食
費
無
償
・
軽
減
は
ふ
る
さ
と
納
税
で

ふ
る
さ
と
納
税
は
庁
舎
建
設
に
備
え
る

インター周辺のイオンモ
ールや産業施設からあが
る市税は給食費負担軽減
に充てるべき

６月 25 日、学校給食センターを見学した
日野小学校３年生の皆さんの給食の様子

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問
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問　

災
害
時
に
お
け
る
市

内
の
体
育
施
設
は
、
地
域

住
民
の
避
難
所
と
し
て
の

防
災
拠
点
と
な
り
、
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
や
住
民
の
普

段
の
利
用
時
の
熱
中
症
対

策
に
も
有
効
だ
と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で
、
空
調
機
器

の
設
置
を
早
急
に
進
め
て

は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

災
害
時
に
は

避
難
所
等
に
移
動
式
エ
ア

コ
ン
等
の
空
調
機
器
を
設

置
す
る
が
、
市
内
の
体
育

施
設
を
含
む
体
育
館
へ
の

設
置
は
断
熱
工
事
な
ど
大

規
模
な
改
修
が
必
要
で
高

額
に
な
る
事
か
ら
現
状
は

考
え
て
い
な
い
。

問　

今
年
に
入
り
、
能
登

半
島
地
震
で
甚
大
な
被
害

が
あ
り
、
そ
の
後
、
日
本

全
国
で
も
地
震
が
多
発
し
、

こ
れ
か
ら
梅
雨
、
台
風
等

も
あ
り
風
水
害
等
が
大
変

心
配
さ
れ
る
。
須
坂
市
に

マ
ッ
チ
し
た
防
災
・
減
災

の
た
め
の
取
り
組
み
が
行

え
る
よ
う
、
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
の
対
象
事
業

の
追
加
や
、
地
方
財
政
措

置
拡
充
の
さ
ら
な
る
要
望

を
国
・
県
へ
働
き
か
け
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な

い
か
。

総
務
部
長　

能
登
半
島
地

震
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
備

蓄
品
等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
改
め
て
明
確
に
な
っ
た
。

引
き
続
き
、
国
の
方
へ
そ

う
い
っ
た
対
策
に
お
け
る

財
政
措
置
等
の
継
続
・
拡

充
を
求
め
て
い
く
。

問　

災
害
発
生
時
に
は
電

気
や
ガ
ス
、
水
道
の
供
給

が
停
止
し
て
し
ま
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
、
支
援
が
届

く
ま
で
は
自
力
で
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
確
保
が
重
要

と
な
る
。
避
難
生
活
が
長

期
化
し
た
場
合
、
被
災
者

の
健
康
、
高
齢
者
の
災
害

関
連
死
を
招
か
な
い
た
め

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

総
務
部
長　

電
気
や
ガ
ス

は
災
害
協
定
に
よ
る
対
応
、

水
道
は
水
道
局
で
対
応
す

る
が
、
長
期
化
し
た
場
合

は
公
助
で
対
応
で
き
な
い

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
飲

料
水
等
は
各
家
庭
、
事
業

所
で
備
蓄
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
周
知
し
て
い
く
。

財
政
運
営

問　

市
税
等
の
自
主
財
源

を
し
っ
か
り
確
保
す
る
こ

と
、
地
方
交
付
税
な
ど
一

般
財
源
を
安
定
的
に
確
保

す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題

だ
と
思
う
が
、
そ
の
た
め

の
施
策
は
。

市
長　

一
般
財
源
を
確
保

す
る
に
は
税
収
を
あ
げ
、

交
付
税
を
し
っ
か
り
確
保

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、

国
へ
要
望
し
た
り
、
イ
ン

タ
ー
周
辺
開
発
を
見
極
め

て
い
く
。

　
老
朽
化
は
進
ん
で
い
る

が
、
今
あ
る
施
設
を
有
効

活
用
し
、
柔
軟
に
活
用
で

き
る
よ
う
施
設
の
適
正
配

置
も
検
討
す
る
。

避難所になる体育館に空調機器を

断熱工事など高額で考えていない

酒井 和裕 議員

能登半島地震があり、そ
の後も全国各地で地震が
発生。再度、防災・減災
対策の見直しを

令和元年東日本台風で水害と
同時に発生した火災現場

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果
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問　

上
田
市
の
菅
平
高
原

や
、
東
御
市
の
湯
の
丸
高

原
の
よ
う
に
、
峰
の
原
高

原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ

ー
ス
と
北
部
運
動
広
場
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
取
得

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と

は
、
「
公
共
施
設
の
名
前

を
付
与
す
る
命
名
権
と
、

付
帯
す
る
諸
権
利
の
こ
と
」

で
、
具
体
的
に
は
ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
の
名
前
に
企

業
名
や
社
名
ブ
ラ
ン
ド
を

つ
け
る
こ
と
で
あ
り
、
公

共
施
設
の
命
名
権
を
企
業

が
買
う
ビ
ジ
ネ
ス
。
）

社
会
共
創
部
長　
施
設
維

持
管
理
の
た
め
の
財
源
を
、

安
定
的
に
確
保
で
き
る
有

効
な
手
法
と
し
て
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
、
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
に
伴

い
施
設
の
名
称
が
変
わ
る

こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
や

市
民
に
認
識
さ
れ
る
ま
で

の
間
、
施
設
の
場
所
や
用

途
が
分
か
り
に
く
く
な
る

場
合
も
あ
る
ほ
か
、
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約
期
間

満
了
に
よ
り
、
さ
ら
に
名

称
が
変
更
さ
れ
る
場
合
な

ど
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

検
討
が
必
要
。
な
お
、
須

坂
市
動
物
園
や
全
国
の
自

治
体
で
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
が
、
な
か
な
か
応
募

者
が
い
な
い
。

問　

峰
の
原
高
原
に
は
非

常
に
多
く
の
選
手
や
チ
ー

ム
が
合
宿
に
来
て
く
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
「
菅
平

合
宿
に
来
ま
し
た
」
と
い

う
S
N
S
の
投
稿
に
峰
の

原
高
原
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
非
常
に
多

く
見
受
け
ら
れ
る
。
合
宿

利
用
に
特
典
を
つ
け
る
な

ど
の
取
り
組
み
を
し
、

「
須
坂
の
峰
の
原
」
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
な
い
か
。

社
会
共
創
部
長　

今
後
、

合
宿
利
用
者
に
特
典
を
つ

け
る
こ
と
も
含
め
、
峰
の

原
高
原
観
光
協
会
と
連
携

し
な
が
ら
、
知
名
度
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
く
。

A
E
D
の
屋
外
設
置

問　

須
坂
市
で
は
A
E
D

の
設
置
場
所
の
紹
介
や
地

図
上
で
設
置
場
所
が
わ
か

る
よ
う
に
し
て
あ
る
が
、

早
朝
や
夜
間
に
施
設
に
入

ら
な
い
で
使
用
で
き
る
と

こ
ろ
は
あ
る
か
。

消
防
長　

市
の
施
設
の
う

ち
、
屋
外
に
設
置
さ
れ
て

い
る
場
所
は
、
塩
野
ふ
れ

あ
い
広
場
と
、
豊
丘
活
性

化
施
設
そ
の
さ
と
ホ
ー
ル

の
２
箇
所
。
塩
野
ふ
れ
あ

い
広
場
は
施
錠
さ
れ
た
ケ

ー
ス
内
だ
が
、
「
緊
急
時

に
は
扉
を
破
壊
し
使
用
可

能
」
と
表
示
、
そ
の
さ
と

ホ
ー
ル
は
施
錠
さ
れ
て
お

ら
ず
、
使
用
で
き

る
状
態
に
な
っ
て

い
る
。

問　

朝
か
ら
活
動

す
る
市
民
の
多
い

百
々
川
緑
地
や
臥

竜
公
園
に
も
、
可

能
で
あ
れ
ば
実
験

的
に
屋
外
設
置
で

き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
長　

前
向
き
に

検
討
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
の
町
須
坂
へ
の
取
り
組
み
を

積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る

峰の原高原クロスカント
リーコース ＝ 須坂市にな
るようにしたい

野崎 天馬 議員

そのさとホールの屋外 AED

峰の原高原クロスカントリーコース

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問
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高
齢
者
い
き
い
き
プ
ラ
ン

問　

介
護
保
険
料
は
４
８

５
０
円
、
県
内
19
市
で
一

番
安
い
が
、
介
護
老
人
施

設
定
員
数
は
３
６
５
人
、

県
内
16
位
。
ま
た
、
65
歳

以
上
の
老
年
人
口
比
率
は

32
・
31
％
、
県
内
７
位
、

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

比
率
は
17
・
37
％
で
県
内

８
位
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
24
年

度
を
初
年
度
と
す
る
３
か

年
の
高
齢
者
い
き
い
き
プ

ラ
ン
で
は
、
介
護
老
人
福

祉
施
設
の
増
設
は
な
い
。

25
年
に
団
塊
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
る
。
超
高
齢
社

会
に
対
応
で
き
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

今
後
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
等
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
次

期
以
降
の
計
画
に
反
映
。

問　

病
院
数
は
２
施
設
で

県
内
14
位
。
一
般
診
療
所

数
は
41
施
設
で
、
県
内
10

位
。
１
万
人
当
た
り
の
病

床
数
は
83
・
６
床
で
、
県

内
15
位
。
１
万
人
当
た
り

の
医
師
数
は
18
・
２
で
、

県
内
15
位
。
プ
ラ
ン
策
定

時
に
、
こ
の
よ
う
な
数
値

を
押
さ
え
た
の
か
。
ま
た
、

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
。

健
康
福
祉
部
長　

デ
ー
タ

は
資
料
と
し
て
提
出
し
て

い
な
い
が
、
専
門
の
業
者

に
デ
ー
タ
等
含
め
委
託
。

問　

団
塊
の
世

代
の
人
た
ち
の

介
護
が
必
要
に

な
る
年
齢
を
想

定
し
て
策
定
し

た
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

新
規
入
所
の
平

均
は
87
歳
で
想

定
。

人
事
給
与
制
度
の
見
直
し

問　

か
つ
て
地
域
実
情
に

合
う
と
の
理
由
で
、
国
か

ら
県
準
拠
に
し
た
。
再
び
、

国
の
人
事
院
勧
告
に
準
拠

し
た
理
由
は
何
か
。

副
市
長　

県
内
14
市
が
国

に
準
拠
。
組
合
と
協
議
を

重
ね
、
国
の
給
与
表
に
準

拠
す
る
こ
と
と
し
た
。

問　

職
員
採
用
試
験
で
、

大
学
卒
は
上
級
職
、
短
大

卒
は
中
級
者
、
高
校
卒
は

初
級
と
区
分
け
し
て
い
る
。

国
の
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア
と

し
て
昇
格
し
て
い
な
い
。

上
級
、
中
級
、
初
級
と
の

名
称
は
や
め
る
べ
き
。

副
市
長　

高
卒
で
あ
っ
て

も
、
職
務
遂
行
能
力
や
実

績
の
人
事
評
価
な
ど
に
基

づ
き
、
課
長
職
以
上
の
管

理
者
に
登
用
し
て
い
る
の

で
、
９
月
実
施
予
定
の
採

用
試
験
の
案
内
か
ら
、
上

級
中
級
区
分
を
削
除
す
る
。

問　

社
協
、
文
化
振
興
事

業
団
等
の
非
正
規
職
員
の

勤
勉
手
当
等
の
支
給
の
た

め
、
指
定
管
理
委
託
事
業

の
人
件
費
見
直
し
は
。

副
市
長　

勤
勉
手
当
は
期

間
率
、
成
績
率
に
基
づ
い

て
手
当
額
を
決
定
す
る
も

の
で
、
各
事
業
所
に
お
い

て
も
、
人
事
評
価
制
度
の

導
入
な
ど
の
対
応
が
必
要
。

介護老人福祉施設等の増設を

必要があれば次期計画に反映

宮本 泰也 議員

住民の力以上のまちはで
きない。行政は住民の力
を引出すのが役割

超高齢社会に対応できるのか
高齢者いきいきプラン

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果
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問　

感
染
者
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様

に
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
る
。

問　

ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
の

実
情
は
把
握
し
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

３
件
の

副
反
応
報
告
と
予
防
接
種

健
康
被
害
救
済
制
度
の
申

請
が
４
件
で
、
う
ち
３
件

が
認
定
さ
れ
医
療
費
等
の

給
付
を
行
っ
た
。
そ
の
中

で
、
長
期
間
症
状
が
あ
る

方
は
い
な
か
っ
た
。

問　

須
坂
市
と
し
て
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る

の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
現

在
も
個
々
の
相
談
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
に
向
け
た
施
策
推
進

問　

「
女
と
男
が
と
も
に

参
画
す
る
社
会
づ
く
り
条

例
」
制
定
の
趣
旨
は
浸
透

し
て
い
る
か
。

社
会
共
創
部
長　

男
女
共

同
参
画
が
確
実
に
市
民
に

浸
透
し
て
い
る
と
考
え
る

が
、
「
職
場
」
「
地
域
」

「
政
治
や
制
度
」
「
社
会

通
念
・
慣
行
・
し
き
た
り
」

で
は
、
男
女
の
地
位
で
不

平
等
感
が
存
在
す
る
と
の

意
識
が
目
立
ち
、
課
題
も

あ
る
。

問　

男
女
共
同
参
画
計
画

の
実
践
と
評
価
は
。

社
会
共
創
部
長　

ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
か
ら
一
定
の
成

果
を
挙
げ
て
い
る
と
考
え

る
が
、
課
題
も

あ
り
引
き
続
き

推
進
に
努
め
、

市
の
責
務
を
果

た
し
て
い
く
。

問　

「
女
性
差

別
撤
廃
条
約
選

択
議
定
書
」
に

つ
い
て
、
須
坂

市
と
し
て
市
長

会
等
を
通
じ
て

国
に
対
し
速
や

か
な
批
准
を
求

め
る
行
動
を
起

こ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

現
時
点
で
国
へ
の

要
望
は
考
え
て
い
な
い
。

市
議
会
議
長
会
を
通
じ
て

要
望
し
た
ら
ど
う
か
。

地
上
設
置
型
太
陽
光
発
電

施
設
に
つ
い
て

問　

現
状
と
市
と
し
て
の

基
本
方
針
は
。

市
民
環
境
部
長　

小
規
模

な
も
の
は
届
出
等
が
不
要

で
あ
り
設
置
総
数
は
把
握

し
て
い
な
い
。
行
政
と
し

て
安
易
に
推
進
す
る
も
の

で
は
な
く
、
課
題
を
ふ
ま

え
な
が
ら
事
業
が
適
切
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
、
事
業

者
に
対
し
て
指
導
、
助
言

を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

問　

県
の
「
地
域
と
調
和

し
た
太
陽
光
発
電
事
業
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
と

連
携
し
て
市
と
し
て
条
例

制
定
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
民
環
境
部
長　

景
観
形

成
に
特
に
積
極
的
な
自
治

体
で
独
自
に
定
め
て
い
る

例
も
あ
る
が
、
須
坂
市
と

し
て
は
、
現
状
、
県
条
例

で
必
要
十
分
と
考
え
て
い

る
。

コ
ロ
ナ
５
類
移
行
後
の
感
染
状
況
は

県
の
広
域
的
な
発
表
の
み

改正地方自治法が成立、
国の自治体に対する「指
示権」が拡大。国と自治
体は主従関係に

岩田 修二 議員

男女共同参画推進計画の実践と評価は

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問
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問　

須
坂
市
情
報
化
基
本

計
画
（
21
年
〜
25
年
）
は

あ
く
ま
で
庁
内
向
け
の
計

画
。
26
年
以
降
の
新
た
な

計
画
の
策
定
予
定
は
。

総
務
部
長　

26
年
度
を
初

年
度
と
す
る
第
六
次
須
坂

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
の
策
定
に
あ
わ
せ
て
、

Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
の
計
画

を
策
定
す
る
。
策
定
に
当

た
っ
て
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
市

民
の
皆
様
の
考
え
を
把
握

す
る
た
め
、
市
民
意
識
調

査
に
Ｄ
Ｘ
の
項
目
を
加
え

る
と
と
も
に
、
外
部
人
材

等
の
活
用
も
検
討
し
て
い

く
。

問　

新
た
に
策
定
す
る
Ｄ　

Ｘ
推
進
の
た
め
の
計
画
は
、

庁
内
業
務
に
限
ら
ず
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
産
業

の
分
野
な
ど
、
庁
外
向
け

の
取
り
組
み
に
も
言
及
し

た
計
画
に
な
る
か
。

総
務
部
長　

市
民
の
皆
様

の
要
望
に
応
え
た
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
や
業
務
効

率
化
を
中
心
に
、
庁
外
向

け
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
取
り
入
れ
た
計
画
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

問　

庁
内
横
断
的
な
Ｄ
Ｘ

推
進
を
図
る
た
め
の
組
織

体
制
を
つ
く
っ
て
は
ど
う

か
。

総
務
部
長　

職
場
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
担
う
者
が
先

頭
に
立
っ
て
、
Ｄ
Ｘ
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
今

年
度
か
ら
新
た
に
各
課
の

長
等
を
Ｄ
Ｘ
推
進
幹
に
任

命
す
る
予
定
。
Ｄ
Ｘ
推
進

リ
ー
ダ
ー
と
Ｄ
Ｘ
推
進
幹

が
一
体
と
な
り
、
よ
り
全

庁
的
に
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て

い
く
。

こ
れ
か
ら
の
公
民
館

問　

個
人
利
用
の
試
行
に

あ
た
っ
て
の
評
価
は
。

社
会
共
創
部
長　
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
の
教
室
を
個

人
で
も
登
録
す
れ
ば
、
個

人
教
育
活
動
と
し
て
、
利

用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

試
行
で
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
は
３
人
の
方
に
施

設
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、

音
楽
練
習
や
、
資
格
取
得

の
学
習
室
と
し
て
ご
利
用

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今

後
、
南
部
地
域
公
民
館
と

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
の
個
人
利
用
を
拡

大
し
て
い
く
。
ま
た
、
夏

休
み
、
春
休
み
に
開
設
し

た
子
ど
も
の
学
習
室
を
通

年
で
開
設
す
る
。
そ
の
ほ

か
、
登
録
し
て
い
な
い
方

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
、

市
民
の
交
流
の
場
と
し
て
、

当
日
の
空
き
部
屋
を
活
用

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ

ー
ス
を
７
月
か
ら
全
館
で

試
行
的
に
開
設
す
る
。

問　

一
度
の
団
体
登
録
で

全
て
の
公
民
館
の
利
用
申

請
が
で
き
る
運
用
方
法
に

つ
い
て
の
検
討
状
況
は
。

社
会
共
創
部
長　

従
来
ど

お
り
、
使
い
た
い
施
設
に

通
年
利
用
許
可
申
請
を
出

し
て
い
た
だ
き
、
他
に
利

用
し
た
い
施
設
が
あ
れ
ば
、

選
択
肢
式
で
同
時
申
請
が

で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム

の
設
定
変
更
を
進
め
て
お

り
、
準
備
が
整
い
次
第
、

利
用
方
法
の
見
直
し
を
予

定
し
て
い
る
。

早川 航紀 議員

ＤＸ推進に向けた計画の策定予定は

26年度からの新たな計画を策定

ＤＸ推進に向けて本格始
動。ワクワクするような
須坂市の未来ビジョンを
示してほしい！

先進的な講座や取り組みが多い、
注目の公民館「仁礼コミュニティセンター」

湯っ蔵んどのすぐ横！

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
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果
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石合 敬 議員

吉向は好きだが日本画の
様に特定者から高額な言
い値の買取りとは懲りな
いね〜須坂市は

須
坂
市
の
文
化
概
念

問　

重
伝
建
指
定
に
よ
る

特
定
物
件
の
補
助
額
は
。

社
会
共
創
部
長　

事
業
費

の
80
％
、
２
千
万
円
限
度

で
、
外
観
や
基
礎
構
造
部

の
決
め
ら
れ
た
箇
所
の
修

繕
工
事
を
補
助
。

問　

工
事
の
際
に
壊
さ
れ

た
所
は
個
人
で
負
担
し
、

業
者
は
面
倒
な
分
割
見
積

り
や
請
求
を
す
る
の
か
。

社
会
共
創
部
長　

詳
細
は

こ
れ
か
ら
。

問　
屋
根
瓦
を
鋼
板
に
変

更
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

社
会
共
創
部
長　
不
可
。

問　

外
観
重
視
で
地
震
で

倒
壊
し
て
も
よ
い
の
か
。

社
会
共
創
部
長　

そ
の
よ

う
な
場
合
は
相
談
す
る
。

問　

指
定
地
区
内
の
一
般

住
宅
は
、
未
来
永
劫
、
和

風
の
新
・
改
築
と
な
る
の

か
。
ま
た
補
助
額
は
。

社
会
共
創
部
長　

指
定
地

区
内
は
全
て
和
風
建
築
。

費
用
の
60
％
、
７
５
０
万

円
が
補
助
上
限
。

問　

住
民
は
皆
了
承
し
て

い
る
の
か
。

社
会
共
創
部
長　

周
知
に

努
め
て
い
く
。

問　

吉
向
焼
を
ま
と
め
て

高
額
買
取
す
る
と
聞
い
た
。

三
、
四
十
年
前
は
吉
向
焼

を
集
め
る
ブ
ー
ム
が
あ
り
、

１
点
二
、
三
十
万
円
で
も

売
買
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

れ
は
須
坂
だ
け
の
値
段
。

　
当
時
、
数
十
万
円
の
品

で
も
、
今
は
須
坂
以
外
で

は
驚
く
ほ
ど
安
い
。
市
が

値
を
吊
り
上
げ
て
は
い
け

な
い
。
市
内
愛
好
家
が
個

人
所
有
す
る
の
が
文
化
。

資
料
的
価
値
は
分
か
る
が
、

若
い
人
た
ち
が
必
要
と
し

な
い
物
の
高
額
買
取
は
考

え
直
す
べ
き
だ
。

副
市
長　

せ
っ
か
く
の
機

会
な
の
で
買
い
取
り
た
い
。

問　
今
後
も
須
坂
ゆ
か
り

の
美
術
品
・
建
物
等
の
買

い
取
り
・
寄
附
等
の
話
が

多
々
出
て
く
る
。
収
蔵
・

維
持
管
理
と
い
う
次
世
代

へ
の
負
の
遺
産
は
残
す
べ

き
で
は
な
い
。

市
長　

私
も
全
く
同
じ
考

え
。
次
世
代
の
負
担
と
な

り
得
る
物
は
持
た
な
い
。

問　

須
坂
東
高
校
跡
地
に
、

大
学
と
の
リ
モ
ー
ト
連
携

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場

を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

総
務
部
長　

県
へ
の
提
案

の
一
つ
と
し
た
い
。

問　

公
が
用
意
す
る
子
ど

も
の
居
場
所
へ
、
本
当
に

必
要
と
す
る
子
は
行
け
る

の
か
。

教
育
長　

さ
ま
ざ
ま
な
場
、

形
で
つ
く
り
た
い
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題

問　

職
員
調
査
で
市
長
、

副
市
長
、
市
議
か
ら
の
被

害
の
回
答
は
あ
っ
た
か
。

副
市
長　

市
長
１
人
、
副

市
長
１
人
、
市
議
３
人
の

回
答
が
あ
っ
た
。

問　

私
は
心
配
な
点
が
あ

り
気
を
付
け
て
い
る
が
、

市
長
、
副
市
長
は
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
自
覚
は
あ
る
か
。

市
長　

私
に
自
覚
は
な
い
。

副
市
長　

私
も
な
い
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
実
態
調
査
の
結
果
は

市
長
、副
市
長
、議
員
か
ら
も
あ
っ
た

質問者所有の吉向焼（須坂焼）

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果
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般
質
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問　

18
歳
以
下
の
子
ど
も

と
障
が
い
者
の
医
療
費
完

全
窓
口
無
料
化
を
検
討
す

べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部
長　

現
在
は

考
え
て
い
な
い
が
、
県
や

近
隣
市
町
村
の
状
況
を
踏

ま
え
、
時
宜
を
見
て
慎
重

に
検
討
す
る
。

毎
年
検
診
、
健
康
増
進
を

意
識
化
し
、
い
き
い
き
健

康
長
寿
の
須
坂
市
を

問　

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
の
目
的
と
内
容
は
。

健
康
福
祉
部
長　

体
重
・

血
圧
測
定
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
簡
単
な
実
践
か
ら
、

健
康
づ
く
り
に
意
識
を
向

け
、
自
分
の
状
態
を
確
認

し
、
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
き
っ
か
け
づ
く
り
が
目

的
。

　
内
容
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
１
日
30
分
以
上
で
、

週
２
日
以
上
を
２
カ
月
以

上
継
続
す
る
こ
と
。

　
体
重
・
血
圧
は
１
日
１

回
以
上
計
測
し
２
カ
月
以

上
継
続
す
る
こ
と
。

　
記
録
の
申
請
で
ポ
ー
チ

や
交
通
安
全
ラ
イ
ト
な
ど
、

健
康
応
援
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

進
呈
す
る
と
い
う
事
業
。

問　

実
績
と
計
画
は
。

健
康
福
祉
部
長　

22
年
度

58
人
、
23
年
度
47
人
の
申

請
。
適
正
体
重
、
運
動
習

慣
、
高
血
圧
改
善
の
た
め
、

広
報
等
を
工
夫
し
、
保
健

補
導
員
会
や
地
域
公
民
館

等
と
連
携
し
参
加
者
を
増

や
す
努
力
を
す
る
。

障
が
い
者
の
拠
り
所
に
な

る
総
合
的
・
専
門
的
相
談

事
業
の
確
立
を

問　
26
年
度
ま
で
に
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

の
理
由
は
。

健
康
福
祉
部
長　
障
が
い

が
あ
っ
て
も
無
く
て
も
障

が
い
者
が
地
域
で
暮
ら
し

や
す
く
す
る
た
め
、
相
談

業
務
の
強
化
、
地
域
全
体

の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
支
援
体
制
を
連
携

強
化
す
る
。

問　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
、

相
談
者
の
困
難
が
解
決
す

る
ま
で
、
支
援
員
が
親
身

に
寄
り
添
っ
て
対
応
す
る

体
制
が
拡
充
さ
れ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

相
談
者

が
抱
え
る
困
難
に
応
じ
て

必
要
な
機
関
・
支
援
者
に

繋
ぐ
。
須
高
自
立
支
援
協

議
会
に
は
、
福
祉
・
医
療

・
教
育
・
雇
用
な
ど
７
つ

の
専
門
部
会
が
あ
る
。
様

々
な
課
題
・
問
題
を
議
論

し
、
要
望
を
そ
れ
ぞ
れ
の

機
関
に
繋
ぐ
こ
と
が
セ
ン

タ
ー
の
役
割
と
考
え
る
。

問　

繋
ぐ
だ
け
で
な
く
直

接
対
応
す
る
こ
と

も
あ
る
。
確
実
に

問
題
が
解
決
さ
れ

る
セ
ン
タ
ー
に
す

べ
き
だ
。
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
増
で
、
福
祉

課
の
正
規
職
員
を

何
人
増
や
し
、
何

人
体
制
に
し
た
の

か
。

健
康
福
祉
部
長　

22
年
度
は
12
名
、

23
年
度
は
13
名
、

24
年
度
は
15
名
で

障
が
い
福
祉
係
は

２
名
増
員
し
た
。

福祉医療費給付金窓口完全無料を

時宜を見て慎重に検討する

竹内 勉 議員

旧優生保護法下で不妊手
術を強いたのは憲法違反
とする最高裁判決。国は
誠意ある対応を

小林市健幸ポイント事業を参考に、楽しく得する健康増進を

議
案
審
議

分
科
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委
員
会
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問　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
登
録
団
体
数
や
利
用
者

数
の
推
移
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

社
会
共
創
部
長　

過
去
５

年
間
で
は
19
年
が
ピ
ー
ク

で
２
７
８
団
体
、
利
用
者

は
６
万
３
７
１
３
人
。
23

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少

し
た
も
の
の
２
１
９
団
体
、

利
用
者
は
５
万
４
９
８
４

人
だ
っ
た
。

問　

西
館
や
団
体
事
務
所

等
を
解
体
撤
去
し
て
駐
車

場
を
整
備
し
た
い
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
本
当
の
理

由
は
何
か
。

社
会
共
創
部
長　
公
共
施

設
等
個
別
施
設
計
画
で
同

セ
ン
タ
ー
は
「
有
事
の
際

は
避
難
所
活
用
で
き
る
施

設
と
し
て
施
設
整
備
に
努

め
る
」
と
し
、
「
西
館
は

解
体
後
、
駐
車
場
と
し
て

活
用
の
検
討
」
と
さ
れ
て

い
る
。
加
え
て
昭
和
38
年

建
設
の
建
物
で
老
朽
化
が

目
立
つ
こ
と
、
階
段
が
急

勾
配
で
あ
る
こ
と
、
駐
車

場
が
不
足
す
る
こ
と
等
を

総
合
的
に
判
断
し
て
解
体

し
て
駐
車
場
を
整
備
す
る

こ
と
と
し
た
。

問　

駐
車
場
と
し
た
場
合

の
増
加
台
数
は
。

社
会
共
創
部
長　

二
、
三

十
台
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

今
後
、
利
用
者
や
活

動
す
る
団
体
等
が
増
加
す

る
と
の
見
通
し
を
立
て
て

い
る
中
に
あ
っ
て
、
建
物

を
解
体
し
て
利
用
可
能
な

教
室
数
を
減
ら
す
こ
と
は

矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。

社
会
共
創
部
長　

現
在
の

本
館
利
用
状
況
は
11
部
屋

で
利
用
率
は
56
％
で
、
西

館
は
３
部
屋
36
％
だ
。
本

館
が
利
用
で
き
な
い
場
合
、

や
む
な
く
西
館
を
使
っ
て

い
る
状
況
だ
。

問　

本
年
２
月
に
利
用
者

団
体
へ
の
説
明
会
を
開
催

し
解
体
に
つ
い
て
同
意
を

得
た
と
の
こ
と
だ
が
、
賛

否
を
問
う
場
面
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
が
あ
っ
た
ら
反

対
の
意
思
表
示
が
で
き
た
。

社
会
共
創
部
長　
賛
否
は

問
わ
な
か
っ
た
が
反
対
の

声
が
別
段
な
か
っ
た
の
で

解
体
に
同
意
し
た
も
の
と

判
断
し
た
。

問　

市
長
は
新
し
い
建
物

を
造
る
の
で
は
な
く
古
い

施
設
を
改
修
し
な
が
ら
活

用
し
て
い
く
と
常
日
頃
答

弁
し
て
い
る
が
、
今
回
の

方
針
は
明
ら
か
に
矛
盾
し

て
い
る
。
西
館
は
な
ぜ
解

体
す
る
の
か
。

市
長　

全
て
の
建
物
を
残

す
と
言
う
訳
で
は
な
く
、

残
す
残
さ
な
い
を
改
修
費

用
や
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
て

個
別
に
判
断
し
て
い
る
。

問　

解
体
す
る
に
し
ろ
、

西
館
の
鉄
骨
造
部
分
を
残

す
部
分
解
体
と
し
、
有
事

の
際
の
避
難
施
設
と
し
て

活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

社
会
共
創
部
長　

総
合
的

に
判
断
し
た
結
果
、
解
体

を
決
め
た
。
ご
理
解
を
。

施設の駐車場不足は分か
るが、解体しても駐車台
数はそれほど増加しない
のでは

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
西
館
解
体
見
直
し
を

次
年
度
解
体
す
る

水越 正和 議員

解体やむなしの旧団体事務所等 まだまだ活用できそうな西館外観

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果
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能
登
半
島
地
震
の
教
訓
か

ら
防
災
力
を
考
え
る

問　

旧
耐
震
基
準
の
昭
和

55
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た

持
ち
家
の
耐
震
改
修
し
た

戸
数
と
耐
震
化
率
は
。

副
市
長　

耐
震
改
修
し
た

戸
数
は
４
９
０
戸
あ
り
、

す
で
に
耐
震
性
を
満
た
し

て
い
る
も
の
又
は
、
満
た

し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る

も
の
を
合
わ
せ
た
耐
震
化

率
は
81
％
と
推
計
し
て
い

る
。　

問　

令
和
７
年
度
ま
で
の

住
宅
耐
震
化
率
92
％
の
目

標
達
成
は
可
能
な
の
か
。

副
市
長　

耐
震
改
修
促
進

計
画
で
は
、
令
和
７
年
度

末
の
耐
震
化
率
は
89
・
５

％
と
推
計
し
て
い
る
。

問　

耐
震
改
修
の
補
助
実

績
は
。

副
市
長　

令
和
５
年
度
ま

で
の
補
助
実
績
は
、
木
造

住
宅
耐
震
診
断
が
２
５
３

件
に
対
し
、
耐
震
改
修
が

57
件
と
診
断
後
の
改
修
工

事
が
進
ん
で
い
な
い
。
補

助
制
度
の
住
宅
耐
震
診
断

は
無
料
、
耐
震
改
修
は
最

大
１
５
０
万
円
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

問　

耐
震
化
率
92
％
の
目

標
達
成
に
向
け
て
ど
う
す

る
の
か
。

副
市
長　

能
登
半
島
地
震

を
受
け
、
市
民
か
ら
耐
震

診
断
や
耐
震
改
修
の
相
談

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

目
標
達
成
に
向
け
、
支
援

制
度
を
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
し
て

い
く
。

問　

耐
震
化
が
進
ま
な
い

要
因
の
一
つ
で
あ
る
改
修

工
事
費
を
安
価
に
抑
え
る

低
コ
ス
ト
工
法
が
あ
る
。

こ
の
工
法
の
紹
介
件
数
と

耐
震
改
修
し
た
件
数
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

こ
れ
ま
で
そ
の
よ
う
な
相

談
は
な
い
。

問　

能
登
半
島
地
震
で
は
、

新
た
な
防
災
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ

ー
」
が
注
目
さ
れ
た
。
コ

ン
セ
プ
ト
は
、
日
常
と
非

常
時
の
境
界
を
な
く
し
、

生
活
ス
タ
イ
ル
を
災
害
に

適
応
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
の
具
体
的
施
策
は
総

合
計
画
の
中
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
の
か
。

副
市
長　

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ

ー
は
「
備
え
な
い
防
災
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
施
策
及
び
総
合
計

画
へ
の
反
映
は
、
今
後
研

究
し
て
い
く
。

問　

地
震
10
秒
診
断
は
、

今
い
る
現
在
地
で
起
こ
り

う
る
震
度
や
確
率
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
に
か
か

る
期
間
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
。

地
震
10
秒
診
断
導
入
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

副
市
長　

地
震
に
関
す
る

啓
発
の
一
環
と
し
て
検
討

し
て
い
く
。

堀内 章一 議員

住宅耐震化率92％の目標達成は

耐震化率は89.5％

リスク情報を１０秒でチェック‼

現在地や郵便番号の入力
で、３０年以内に起こる
地震予測、家屋の全壊確
率など表示

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

小
中
学
校
再
編
「
基
本
方

針
案
」
に
つ
い
て

問　

提
案
の
1
。
学
校
適

正
規
模
等
審
議
会
「
答
申
」

の
30
人
以
下
学
級
を
試
行

実
施
し
検
証
を
す
る
、
東

中
学
の
1
年
生
35
人
を
2

ク
ラ
ス
に
し
、
現
行
の
教

員
数
を
維
持
す
る
こ
と
で
、

「
基
本
方
針
案
」
の
議
論

が
深
ま
り
、
市
民
の
理
解

も
得
ら
れ
る
の
で
は
。

教
育
長　

教
員
不
足
が
あ

り
難
し
い
。

問　
提
案
の
2
。
視
察
し

た
山
県
市
で
は
、
小
規
模

校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
「
社
会
性
を
学
ぶ
と
い

う
観
点
」
を
、
中
学
校
の

不
登
校
生
徒
の
出
身
校
比

率
を
デ
ー
タ
で
検
証
し
、

小
学
校
規
模
に
関
係
な
い

と
し
て
い
る
。
須
坂
で
も

リ
ア
ル
な
デ
ー
タ
の
検
証

を
し
、
「
方
針
案
」
議
論

に
生
か
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　

小
規
模
校
で
は
、

規
模
に
起
因
す
る
課
題
が

あ
る
た
め
、
そ
の
役
割

（
教
育
的
効
果
）
を
十
分

に
果
た
す
こ
と
が
難
し
い
。

問　

提
案
の
3
。
い
ま
学

校
再
編
議
論
を
進
め
て
い

る
こ
と
を
知
ら
な
い
市
民

も
多
い
、
一
方
で
「
方
針

案
が
出
た
時
は
決
ま
り
と

な
ら
な
い
か
心
配
だ
」
と

い
う
保
護
者
の
声
も
あ
る
。

「
基
本
方
針
案
」
の
検
討

委
員
会
、
策
定
委
員
会
は

公
開
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　

意
見
交
換
の
中

立
性
が
不
当
に
損
な
わ
れ
、

市
民
の
間
に
混
乱
を
生
じ

さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

問　

「
基
本
方
針
案
」
公

表
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
長　

年
内
に
公
表
し
、

地
域
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

問　

プ
ー
ル
の
存
廃
を

「
費
用
対
効
果
」
で
判
断

す
る
こ
と
へ
の
疑
問
、
批

判
を
ど
う
検
討
し
た
か
。

教
育
長　
「
提
言
書
」
を

修
正
し
て
「
水
泳
学
習
に

関
す
る
方
針
案
」
を
作
成

し
た
。
市
民
の
意
見
を
募

っ
て
い
る
（
6
月
中
）
。

問　

校
外
プ
ー
ル
で
の
2

時
間
授
業
は
配
慮
を
、
と

い
う
小
学
校
低
学
年
の
保

護
者
の
声
が
出
て
い
る
が
。

教
育
次
長　

結
果
を
見
て

負
担
が
大
き
い
よ
う
な
ら

再
度
検
討
す
る
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
と

自
治
体
の
役
割
に
つ
い
て

問　

市
の
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
の
利
用
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長　

取
得
率

は
62
・
８
％
、
利
用
率
は

７
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　

利
用
困
難
者
を
置
き

去
り
に
し
て
い
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

「
要
配

慮
者
」
に
は
、
「
資
格
確

認
書
」
を
交
付
し
て
い
る
。

問　

現
行
の
「
健
康
保
険

証
」
が
今
年
12
月
で
廃
止

に
な
る
が
対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長　

「
資
格

確
認
書
」
「
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
」
を
市
で
発
行

し
、
医
療
機
関
等
で
の
混

乱
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

学
校
再
編
方
針
案
検
討
委
員
会
公
開
を

中
立
性
が
損
な
わ
れ
、混
乱
が
生
ず
る

「雨だれ石を穿つ」と言う
が、学校プール廃止とい
う理不尽なる事、決して
あきらめない

久保田 克彦 議員

学校再編を考える懇談会
（5 月 31日、豊丘地域公民館）
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西脇 隆 議員
問　

山
域
の
赤
松
の
松
枯

れ
が
至
る
所
で
進
行
し
て

い
る
。
展
望
台
上
部
か
ら

須
田
城
跡
に
か
け
て
10
本

程
度
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
北

面
及
び
観
音
堂
周
辺
に
か

け
て
は
20
本
以
上
が
枯
れ

か
か
っ
て
い
る
。

「
根
上
が
り
ね
じ
れ
松
」

の
周
囲
は
10
本
以
上
が
枯

れ
か
か
っ
て
い
る
。
池
の

周
囲
か
ら
見
て
も
完
全
に

枯
死
し
た
と
思
わ
れ
る
松

が
見
ら
れ
る
。

　
臥
竜
山
の
松
枯
れ
の
現

状
認
識
と
今
後
の
対
策
及

び
方
針
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

昭
和
60
年
度
か
ら
松
く
い

虫
被
害
木
の
伐
倒
駆
除
事

業
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、

被
害
は
根
絶
し
て
い
な
い
。

　
現
在
、
マ
ツ
の
マ
ダ
ラ

カ
ミ
キ
リ
の
成
虫
が
活
動

す
る
６
月
か
ら
７
月
に
薬

剤
散
布
し
、
秋
以
降
に
枯

れ
木
を
伐
倒
・
燻
蒸
処
理

を
実
施
し
て
い
る
。

　
松
く
い
虫
被
害
を
根
絶

す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。
現
在

の
対
策
を
引
き
続
き
実
施

し
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

て
い
く
方
針
。

問　

天
然
記
念
物
で
あ
る

根
上
り
ね
じ
れ
松
の
周
囲

に
枯
れ
か
か
っ
た
松
が
何

本
も
あ
る
。
枯
死
し
た
松

が
あ
る
場
合
そ
の
周
囲
も

松
枯
れ
の
原
因
で
あ
る
線

虫
に
感
染
し
て
い
る
と
の

指
摘
も
あ
る
。

　
根
上
り
ね
じ
れ
松
の
保

全
に
は
周
囲
の
松
の
完
全

に
枯
死
す
る
前
で
の
伐
採

な
ど
が
考
え
ら
る
。

　
ま
た
、
根
上
り
ね
じ
れ

松
へ
の
薬
剤
注
入
な
ど
で

の
防
御
を
考
え
る
べ
き
と

思
う
。
保
全
に
つ
い
て
ど

う
対
処
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

状
況
に
応
じ
、
整
枝
剪
定

等
を
行
っ
て
い
る
が
、
薬

剤
注
入
に
関
し
て
も
樹
木

医
と
も
相
談
し
必
要
に
応

じ
検
討
す
る
。

問　

松
枯
れ
に
対
す
る
検

討
段
階
は
と
う
に
過
ぎ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
薬
剤
注
入
、
天
敵
鳥
類
、

天
敵
微
生
物
を
用
い
た
方

法
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

薬
液
注
入
は
樹
木
医
・
森

林
組
合
と
相
談
し
て
検
討

す
る
。
天
敵
微
生
物
に
つ

い
て
は
長
野
県
で
も
検
討

し
た
が
実
施
は
し
て
い
な

い
と
聞
い
て
い
る
。

問　

こ
の
ま
ま
で
は
、
臥

竜
山
全
域
が
松
枯
れ
に
な

る
。
そ
こ
で
徹
底
的
に
守

る
ゾ
ー
ン
・
樹
木
と
既
存

の
対
応
を
行
う
ゾ
ー
ン
に

区
分
し
た
ら
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

提
案
で
す
の
で
、
検
討
す

る
。

臥竜山の松枯れ対策は

薬剤散布と燻
く ん じ ょ う

蒸処理を今後も実施

松くい虫に侵された
松の特徴（枝先だけ緑）

気候変動は生態系の急激
な変化と生活の変革を求
められる

松枯れの進む臥竜山の松
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2024 年 ( 令和 6 年 ) 8 月 1 日　第 179 号 22

全会一致による可決案件
番 号 件 名

承認第２号 専決処分の承認を求めること（須坂市市税条
例の一部を改正する条例）（承認） 

承認第 3号 専決処分の承認を求めること（須坂市都市計
画税条例の一部を改正する条例）（承認）

承認第４号 専決処分の承認を求めること（須坂市国民健康保険
税条例の一部を改正する条例）（承認）

承認第５号 専決処分の承認を求めること（2023 年度須
坂市一般会計補正予算第 10 号）（承認）

議案第 53号 水槽付き消防ポンプ自動車の取得

議案第 54号 市道の認定

議案第 55号 須坂市市税条例の一部を改正する条例

議案第 56号 須坂市都市計画税条例の一部を改正する条例

議案第 57号 須坂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案第 58号 須坂市ふれあい健康センター条例の一部を改
正する条例

議案第 59号
須坂市地方活力向上地域における固定資産税
の税率の特例に関する条例の一部を改正する
条例

議案第 60号
須坂市下水道事業の設置等に関する条例及び
須坂市水道事業の設置等に関する条例の一部
を改正する条例

議案第 61号
須坂市宅地造成事業に地方公営企業法の財務
規則等を適用することを定める条例の一部を
改正する条例

番 号 件 名

議案第 62号
昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び職
員の賠償責任に基づく債務の免除に関する条
例を廃止する条例

議案第 63号 2024 年度須坂市一般会計補正予算第１号

議案第 64号 2024 年度須坂市一般会計補正予算第２号

議案第 65号 2024 年度須坂市国民健康保険特別会計補正
予算第１号

議案第 66号 2024 年度須坂市水道事業会計補正予算第１号

同意第６号 井上、幸高、九反田、中島財産区管理委員の
選任 ( 同意 )

請願第１号

「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求め
る意見書」採択を求める請願（採択）
請願者：連合長野高水地域協議会須高地区連合会会長 荻原
公和、長野県教職員組合須坂単組単組長 土屋一弘　
紹介議員 : 岩田修二

請願第２号

「さらなる少人数学級推進と教員増のための教
育予算増額を求める意見書」採択を求める請願

（採択）
請願者：連合長野高水地域協議会須高地区連合会会長 荻原
公和、長野県教職員組合須坂単組単組長 土屋一弘　
紹介議員 : 岩田修二

意見書第２号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求め
る意見書

意見書第３号 さらなる少人数学級推進と教員増のための教
育予算の増額を求める意見書

意見書第４号 訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上
げの再改定を早急に行うことを求める意見書

（件名は一部省略しています）

■■■■■■ ６月定例会の議決結果 ■■■■■■

●
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充

　

  

を
求
め
る
意
見
書

●
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と
教
員
増
の
た
め

       

の
教
育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書

●
訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤
回
と
、
介
護
報

       

酬
引
き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に
行
う
こ
と

       

を
求
め
る
意
見
書

意
見
書

意
見
書

★ 
�

意
見
書
は
国
会
や
国
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に
つ
い
て
は
、

２
０
０
６
年
に
国
庫
負
担
率
が
２
分
の
１
か
ら

３
分
の
１
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
教
育
の

機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
の
た
め
に

必
要
不
可
欠
な
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を

堅
持
し
、
負
担
率
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
な

ど
拡
充
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
し
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
か
ら
小
学
校
の
学
級
定
数
は

全
学
年
で
35
人
と
な
り
ま
す
。
ど
の
子
に
も
ゆ

き
と
ど
い
た
教
育
を
す
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る

少
人
数
学
級
推
進
と
教
員
増
の
た
め
の
教
育
予

算
の
増
額
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
複
式
学
級
の

学
級
定
員
を
引
き
下
げ
る
こ
と
を
強
く
要
請
し

ま
す
。

報
酬
の
改
定
で
、
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
が

４
月
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
強
い
不
満

と
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は

在
宅
介
護
が
続
け
ら
れ
ず
「
介
護
崩
壊
」
を
招

き
か
ね
ま
せ
ん
。
訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤

回
と
、
介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急

に
行
う
こ
と
を
求
め
ま
す
。

全文は
こちらから

議
案
審
議

分
科
会

審
査
結
果

一
般
質
問

委
員
会

議
決
結
果
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人口約２万５千人の自治体。人口規模に対し、小学校９校・中学校３校と学校数が多く、うち５校
の小学校は複式学級を採用するなど児童生徒数は大きく減少している。

学校の統廃合も検討される中、「山県方式」と呼ばれる独自の取り組みで学校を存続させる選
択をした。山県方式で特に注目すべきは合同授業の実施で、以前の統廃合により配備したスク

ールバスを登下校以外の時間も活用し児童の送迎を行っている。統廃
合を行うと学級数は減り、結果として教員数も減るが、山県方式では学
級数自体は減らないという大きな利点がある。

旧越生町ふれあい健康センター
は入館者が減少し、老朽化が進ん
でいたが、町民アンケート調査、在
り方検討委員会等で、将来を見越し

て必要性を検証。その結果、民間事業者へ施設
を賃貸することで、運営を継続し、財政負担の
軽減を図った。

札幌方面から江別を経由し、新千歳空港ま
で通じる国道３３７号線は交通量の多い路
線で、通過点だった当別町では国道に面して

「北欧の風　道の
駅当別」を設置。
町の食を軸に、魅
力を発信し、経済
活動の活性化に
つなげている。

霧島市では障がい者等からの相談件数の増加、複雑多様化する内容に適切に対応するため、
専門的な資格を有する者を配置し、地域における相談支援の中核的役割を担う機関として、19
年に基幹相談支援センターを開設した。身体、知的及び精
神障がい者に関する相談等を総合的に行うほか、地域の相

談支援事業者に対し、対象者や事業所、医療機関への対応方法の専門
的指導、助言を行っている。

須坂市では審議会の答申を受け今年度か
ら教育委員会で統廃合に向けた協議に入って
いるが、参考にすべき取り組みと強く感じた。

事業者から現地で説明を聞き、
施設周辺を生かしたアウトドア宿
泊施設の運営は本市でも参考にな
ると感じた。

本市は２６年度までに須高地域３市町村で基幹相談支援
センター設置を目指している。人員体制の整備、相談員の
質の向上・充実、新たな相談員の育成等の検討を深める必
要がある。

　
　

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

　
　

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

先
進
自
治
体
を
視
察
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
常
任
委

員
会
の
「
先
進
地
視
察
」
を
報
告
し
ま
す
。

総務文教委員会

福祉環境委員会

経済建設委員会

人口減少時代の
学校教育は

公設温泉入浴施設
の未来像は

障がい者支援
「基幹相談支援セン

ター」の体制づくり

視察先
①岐阜県山県市「山県方式（小規模校の合同授業の実施等）の取組」
②静岡県島田市「デジタル化推進のための組織体制」
③神奈川県秦野市「部活動の地域移行」

視察先
①埼玉県越生町（おごせまち）「旧越生町ふれあい健康センター」
②北海道当別町「観光振興（北欧の風　道の駅当別など）の取組」
③北海道小樽市「インバウンドの取組」

視察先
①鹿児島県霧島市「霧島市基幹相談支援センター」
②宮崎県小林市「小林市健幸ポイント事業」「国民スポーツ大会の準備」
③宮崎県宮崎市「総合スポーツ戦略都市、国民スポーツ大会の準備」

ここに
注目

ここに
注目

ここにも
注目

ここに
注目

委員の
視点

委員の
視点

委員の
視点

山県市教育委員会の服部教育長から
説明を受ける総務文教委員

温浴施設を再生した、越生町「ビオリゾートホテル
＆スパ オーパークおごせ」のキャビン（宿泊棟）

霧島市基幹相談支援センター牛牧所
長らから説明を受ける福祉環境委員

過去の視察は
こちらから
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2023 年度  政務活動費報告

会 派 名 市民共創会 いいよね須坂 日本共産党 清風会 輝奏会 貴和会 シュプリンゲン
人 数 3 名 5 名 2 名 4 名 3 名 2 名 1 名

交 付 額 540,000 900,000 360,000 720,000 540,000 360,000 180,000

使
途
項
目

調査研究費 358,359 551,414 0 608,629 377,139 228,618 0

研 修 費 82,000 162,390 185,120 0 0 0 0
広 報 費 0 71,380 25,500 0 0 0 0
広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0
要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0
会 議 費 0 400 0 0 0 0 0
資料作成費 0 0 0 0 0 0 0

資料購入費 3,857 0 130,599 33,000 11,397 25,917 0

人 件 費 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費 89,250 97,510 38,508 87,901 77,613 40,625 19,254

合 計 533,466 883,094 379,727 729,530 466,149 295,160 19,254

会 派 負 担 金 0 0 19,727 9,530 0 0 0

残金の額（返還額） 6,534 16,906 0 0 73,851 64,840 160,746

会派別議員構成
♢市民共創会 ......................宮本泰也・荒井　敏・岩田修二
♢いいよね須坂 .................浅野隆義・山崎永一・西脇　隆・野崎天馬・早川航紀
♢日本共産党 ......................竹内　勉・久保田克彦
♢清風会 ...............................堀内章一・荒井一彦・霜田　剛・牧　重信

♢輝奏会 ...............................中島義浩・岡田宗之・浅井洋子
♢貴和会 ...............................水越正和・酒井和裕
♢シュプリンゲン .............石合　敬

▶調査研究費………… 市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託 
　　　　　　　　　　 に関する経費
▶研修費……………… 研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する 
　　　　　　　　　　 研修会の参加に要する経費
▶広報費……………… 市政について住民に報告するために要する経費
▶広聴費……………… 住民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴 
　　　　　　　　　　 取、住民相談等の活動に要する経費
▶要請・陳情活動費…  要請、陳情活動を行うために必要な経費

▶会議費……………… 各種会議、団体等が開催する意見交換会等各種会議への 
　　　　　　　　　　 会派としての参加に要する経費
▶資料作成費………… 活動に必要な資料の作成に要する経費
▶資料購入費………… 活動のために必要な図書、資料等の購入に要する経費
▶人件費……………… 活動を補助する職員を雇用する経費
▶事務所費…………… 活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費

単位：円

使途項目の説明

議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、会派に対し政務活動費（議員一人当たり年額 18万円）
を交付しています。各会派から報告のあった 2023年度の政務活動費の使途状況は表のとおりです。

６
月
14
日
に
イ
ン
タ
ー
周
辺

等
開
発
特
別
委
員
会
を
開
催

25
年
秋
開
業
予
定
の
大
型

商
業
施
設
の
名
称
に
つ
い
て
、

本
市
議
会
か
ら
も
要
望
し
て

い
た
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
須
坂
」

に
正
式
決
定
さ
れ
た
こ
と
や

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
㈱
関
係
者
か

ら
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
理
事
者
か
ら
は
、

イ
ン
タ
ー
須
坂
産
業
団
地
の

立
地
企
業
（
13
社
）
が
す
べ

て
決
ま
っ
た
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。

そ
の
後
、「
イ
オ
ン
モ
ー
ル

須
坂
」内
で
、須
坂
市
の
物
産

の
紹
介
や
販
売
、観
光
案
内
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
扱
い
な

ど
を
行
う
ブ
ー
ス
設
置
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。

６
月
３
日
、
今
年
度
１
回
目

の
議
員
研
修
会
を
開
催
し
、

長
野
刑
務
所
施
設
を
視
察

関
原
隆
男
所
長
か
ら
、
施

設
の
概
要
や
受
刑
者
の
生
活

実
態
、
更
生
へ
の
過
程
等
の

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
施
設

見
学
に
も
同
行
い
た
だ
い
た
。

再
犯
防
止
に
向
け
て
は
、

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
矯
正
処
遇
、
社
会
復

帰
支
援
（
就
労
支
援
・
福
祉

的
支
援
）
等
を
通
じ
て
、
出

所
者
の
「
出
番
」
と
「
居
場

所
」
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
の
こ
と
。

須
坂
市
議
会
で
は
、
先
の

３
月
定
例
会
で
、
「
長
野
少

年
鑑
別
所
の
長
野
刑
務
所
敷

地
内
へ
の
移
転
計
画
に
対
す

る
意
見
書
」
を
国
等
に
提
出

し
て
い
る
。

議員研修会インター周辺等開発特別委員会

名
称
は「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
須
坂
」に

長
野
刑
務
所
施
設
を
視
察
研
修



議会だよりモニター（第２期）を募集します

　市民の皆さんのご意見や感想、提言などをお聴きし、紙面
の一層の充実を図るため、昨年から「こんにちは！すざか市
議会です」（議会だより）モニターをお願いしています。
　今年も皆様のご参加をお待ちしております。

対　象

定　員

任　期

内　容

応募締切

次のいずれかに該当する方
　・市内に住所がある方 
　・市内の事務所又は事業所に勤務する方 
　・市内の中学校以上の学校に在学する方
10名以内 
委嘱状を交付された日から１年間
・議会だよりに関するアンケート（4回ほど）へ回答
・モニター連絡協議会（1回）へ出席
8月 20日（火）　
応募方法など詳しくは、須坂市
ホームページをご覧いただくか、
議会事務局（TEL.026-248-9014）
へお問い合わせください。

第１期議会だよりモニターの皆様、
１年間ありがとうございました。

　　　湯本　達也さん　　　塚越　みや子さん　　
　　　土屋　玲奈さん　　　中澤　沙紀さん　　
　　　中島　美砂江さん　　坪井　一憲さん
　　　栁澤　雅恵さん　　　冨澤　孝二さん　　　
　　　　　　　
　皆さんには年間４回発行の議会だよりごとにアン
ケートに答えていただき、意見交換会では直接ご意
見をいただきました。

モニターさんの意見により改善した点

◎ 一般質問の「問」と「答」がセットになるように
しました

◎ 委員会視察報告はホームページにリンクする二次
元コードを掲載しました。
 今後の課題など
◇ 回答が検討する、考えていくばかりで、その後ど

うなったか次回号で発表するべきでは。
◇ 一目でトピックがわかりやすいと目を引きやすい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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■
１
月
１
日
の
地
震
発
生
か
ら
７
か
月
。真
冬

だ
っ
た
能
登
半
島
も
盛
夏
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
大
災
害
に
関
し
て
議
会
に
は
果
た
す

べ
き
役
割
が
あ
り
ま
す
。

■
建
造
物
の
耐
震
化
、伝
達
手
段
や
避
難
経
路

の
確
保
、尊
厳
に
配
慮
し
た
避
難
所
と
備
蓄
品

の
準
備
、日
常
の
訓
練
や
点
検
な
ど
、発
災
前
か

ら
市
の
取
組
を
点
検
し
、問
題
点
に
は
改
善
を

提
案
し
ま
す
。能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
踏
ま

え
、本
市
議
会
で
は「
水
道
施
設
耐
震
化
事
業
へ

の
財
政
支
援
」を
国
に
求
め
る
要
望
を
、去
る
７

月
開
催
の
長
野
県
市
議
会
議
長
会
総
会
に
提
案

し
ま
し
た
。（
下
記
）

■
11
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、全
住
民
が
自

治
体
の
区
域
外
に
避
難
を
強
い
ら
れ
、議
会
を

開
催
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。本
市
議
会
で
は
、タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た
会
議
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
加
え
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
委
員
会
審
査
や
一

般
質
問
が
で
き
る
体
制
を
今
年
３
月
ま
で
に
整

え
ま
し
た
。

■
防
災
は
広
く
想
像
力
を
働
か
せ
丁
寧
に
議
論

を
重
ね
な
が
ら
取
り
組
み
、な
お
か
つ「
想
定
外
」

の
対
処
が
求
め
ら
れ
る
課
題
で
す
。令
和
元
年

東
日
本
台
風
災
害
か
ら
５
年
、宇
原
川
五
六
災

害
か
ら
43
年
、災
害
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に

し
た
私
た
ち
が
、そ
の
経
験
か
ら
学
び
発
信
し

て
い
く
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
は
ず
で
す
。

水
道
施
設
耐
震
化
事
業
の

財
政
支
援
に
係
る
採
択
基
準
等
の

見
直
し
に
つ
い
て
（
要
旨
）

　
国
内
の
水
道
施
設
は
昭
和
30
、
40
年
代
か

ら
建
設
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
令
和
6
年
能

登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
、
水
道
施
設
の
耐
震

化
整
備
等
は
必
須
で
あ
り
、
事
業
体
の
存
続
、

運
営
の
下
支
え
と
な
る
支
援
が
必
要
で
す
。

　
国
に
お
い
て
、「
防
災・安
全
交
付
金
」
の

採
択
基
準
、
交
付
要
件
等
の
撤
廃
、
緩
和
、

交
付
率
の
大
幅
引
き
上
げ
を
行
う
よ
う
強
く

要
望
し
ま
す
。

「
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
へ
」

　
　
　
議
会
か
ら
義
援
金
20
万
円

　
須
坂
市
議
会
で
は
、
令
和
6
年
能
登
半
島

地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
被
災
者

の
皆
様
へ
の
支
援
の
一
助
と
し
て
、
北
信
越

市
議
会
議
長
会
を
通
じ
て
義
援
金
20
万
円
を

お
送
り
し
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の
早
期

復
興
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

教えて ! 議会のこと教えて ! 議会のこと
須坂市花と緑の
まちづくり事業

マスコットキャラクター
「かんなちゃん」

Vol.10

大
災
害 

― 

議
会
に
で
き
る
こ
と

令和元年東日本台風発災直後に開かれ
た「生活再建のための説明会」（令和
元年10月22 日　豊洲小学校体育館）



  毎年、楽しみに来ています。
　ワークショップは大人も子供も一緒に楽しめるの
で、親子で楽しんでいます。
　須坂でこんなイベントを企画してもらえるととても
嬉しいです。
　いっぱい遊んで、いっぱい食べて、楽しめます。
子供も笑顔で楽しかったと喜んでいます。
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須坂市議会事務局

「こんにちは須坂市議会です」への

ご意見・ご感想は下記へ

E-mail：s-gikaijimukyoku@city.suzaka.nagano.jp
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電話：026-248-9014
FAX：026-248-3365

スマホなどで市議会報スマホなどで市議会報
「こんにちは須坂市議会です」をご覧いただけます「こんにちは須坂市議会です」をご覧いただけます

マチイロダウンロードページはこちらから

App StoreまたはGoogle Playからダウンロード

■■■ 令和 6 年 6 月定例会本会議をインターネットで録画配信中  ご覧ください ▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎

市民の声市民の声 須坂ファミリーフェスティバル
会場でお聞きしました

　

中澤　広幸さん　　　　　良美さん

　　　春乃華ちゃん

　　　泉帆ちゃん　　　　 里茉ちゃん　　（八重森町）

スミス晴香さん　（村石町）

　長男の産休中に、イベントボランティア募集を市報で見か
けたことがキッカケで、ファミリーフェステイバルの実行委員
長をさせてもらっています。  
　子育てとは無縁でしたが、自分の出産を機に世界の見え方
や感じ方が変わり、イベントを企画する時も、楽しいのはも
ちろん子育て世代に優しくて本当に助かるイベントにしたい
と考えています。
　今はもう子育ても3人目が3歳になり、職場でも指導する
立場で日々あわただしく過ぎ去っていきますが、イベントを
企画している時間は地域の子供達へ目を向ける時間になりま
すし、自分自身の子育てについて多方面から見れる豊かな時
間になっています。
　来場者さんや参加者さんも、親子で楽しい時間を過ごすこ
とができたり、新しい出会いや繋がりを見つけて世界が広がっ
ていく、そんな様子に触れる機会のあるイベントに参加でき
て幸せだなと思います

・
須坂市議会公式 SNS

議会の予定や結果などを 
お知らせしています。

X（旧Twitter）Facebook

録
画
中
継

　

市
議
会
は
、
本
会
議

で
行
う
一
般
質
問
を
総

論
と
す
る
な
ら
、
３
常

任
委
員
会
や
予
算
決
算

特
別
委
員
会
の
審
査
は

各
論
で
す
。
委
員
会
で

は
、
一
般
質
問
で
示
さ

れ
た
問
題
点
を
更
に
深

く
掘
り
下
げ
、
課
題
の

解
決
を
見
出
す
た
め
に

市
理
事
者
と
議
員
間
で

議
論
を
交
わ
し
ま
す
。

　

委
員
会
審
査
の
テ
レ

ビ
中
継
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
全
て
の
委
員
会
の

傍
聴
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
傍
聴
さ
れ
、
議
論
の

過
程
を
ご
検
証
下
さ
い
。

　

戦
争
や
災
害
、
円
安
、

物
価
高
騰
な
ど
暗
い
ニ

ュ
ー
ス
が
多
い
中
、
パ

リ
に
お
い
て
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
７
月
26
日
に
開

幕
し
、
今
月
28
日
か
ら

は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

開
か
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

は
我
々
に
勇
気
と
感
動

を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま

す
。　
　
　
　
　
　

　

が
ん
ば
れ
日
本
！

　
　
　
　
　
　

   （
岡
田
）

市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

竹
内 

勉

副
委
員
長 

野
崎
天
馬

委

員 

西
脇 

隆

 

荒
井
一
彦

 

宮
本
泰
也

 

岡
田
宗
之

 

水
越
正
和

月日・曜日 開議時刻 摘 要

　8 月 27 日（火） 10:00 開会

　9 月　2日（月）〜　6日（金） 9:30 予算決算特別委員会（総括質疑）
/ 一般質問

 9 日（月）〜17 日（火）
（14日〜16日は休会） 9:00 予算決算特別委員会（分科会）

常任委員会

20日（金） 14:00 予算決算特別委員会

25日（水） 10:30 閉会

令和 6 年 会期日程（予定）9月定例会

一般質問の通告要旨は8月30日以降、地域公民館等に配置します。
なお、上記日程は都合により変更する場合があります。
※託児・手話サービスがあります。（事前に議会事務局まで連絡願います）
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